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2005年4月に開学した山梨県立大学は、昨年（2009年）3月に初めての卒業生を送り出しました。新た

な節目となった昨年4月から、新学長として伊藤洋・元山梨大学副学長をお迎えし、「地域に開かれ、地域

と向き合う大学」という山梨県立大学の理念のもとで、新たな大学づくりを始めました。この１年、地域

研究交流センターにおいても、よりよい地域づくりのために、また、多くの地域の皆様方から、地域にあ

ってよかったといわれる大学になることを目指して、様々な活動に取り組んでまいりました。さらに、地

域研究交流センターが担う一部機能の見直しを行うとともに、今年4月からの公立大学法人山梨県立大学

への移行（次ページご参照）の準備を進めました。この年報は、2009年度の地域研究交流センターの活動

を5つの事業部門ごとに取り纏めたものです。 
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日本の社会が成熟化し、経済成長優先の考え方からの脱却が必要になっており、首都圏に近い割に自然

環境に恵まれている山梨では、県民の間で特に環境保全に対する意識が強まっているように思います。山

梨の環境を資源として捉え直し、環境をキーワードとして今後の地域のあるべき姿や地域戦略を考えてい

く必要があります。そういう中で、地域研究交流センターでは伊藤学長のリーダーシップのもとで、東京

にある財団法人日本開発構想研究所と連携し、これからの環境マネジメントや持続可能な地域活力の涵

養・地域育てについて考え、山梨のみならず国内・世界に発信することを狙って、「山梨発 水と緑を考え

る大学・地域・産業連携国際シンポジウム」を9月12日に池田キャンパスで開催しました。シンポジウム

の前半で基調講演と問題提起を、後半で「緑の空間と保全」、「水循環と生活」、「地域資源と地域戦略」と

いうテーマの3つの分科会で議論を行ないました。当日は約300名もの多数の方々がご来場下さいました。

山梨県立大学として今後も環境を含めた地域資源と地域戦略に関し、情報発信を継続的に行なっていきた

いと考えています。 
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山梨県立大学では2008年度までに甲府商工会議所（2008 年 3 月）及び忍野村（2009 年 3月）との間

で包括的連携協定を締結済みでしたが、2009 年度には新たに山梨県立科学館（指定管理者 財団法人山

梨県青少年協会）と連携・協力に関する協定を締結しました。この協定のもとで、両者は教育・研究・社

会貢献の向上及び文化の発展に寄与することを目的に、相互に専門知識・技術・施設機能の提供、新企画・

事業改善策などの情報提供を行うとともに、大学として授業で県立科学館の施設・機能を活用していく予

定です。 

 また、県立科学館との協定のほかに、大学が立地している甲府市との間で、公立大学法人への移行後の

2010年4月に包括連携協定を調印することで合意に達しました。この協定により、両者は豊かで活力ある

地域社会の形成と地域の振興を図ることを目的に、商工業・観光、まちづくり、健康・福祉・看護、教育・

文化、生活・自然環境の各分野や、人的資源の交流、物的資源の相互活用などで連携・協力していく予定

です。 
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これまで山梨県立大学は地域貢献活動に力を入れてまいりましたが、県内全体を見渡してきたこともあ

り、必ずしも大学周辺の地域の方々とのコミュニケーションが十分だったとはいえない状況にありました。

山梨県立大学が地域に根付いた教育機関になっていくために、大学周辺の方々の意見をも取り入れた活動

を行っていく必要があると考え、2009年度から大学周辺の自治会と定期的な情報交換会を持つことといた
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しました。2010年2月の初会合には、飯田キャンパス周辺の飯田鶴巻台西自治会、池田キャンパス周辺の

荒川自治会、長松寺北部自治会、長南自治会の代表の方々にご参加いただきました。自治会の方々からは、

大学が行うイベントや講座などの周辺住民向け情報の発信強化、周辺自治会が開催する文化祭への大学の

教職員・学生の書道や絵画などの作品展示、自治会が開催する健康関連行事への大学の教員・学生の参加、

などの要望がありました。このほか、大学祭を毎年楽しみにしているなどの励ましの言葉もいただきまし

た。 
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地域研究交流センターには上述の通り5つの事業部門があり、その中のひとつの教育改善・開発部門に

おいて、3つの部会（教育評価・改善部会、教養教育開発部会、GP開発部会）を設けて、授業評価や教育

プログラム開発などに関する活動を行っておりました。2009 年度に大学内に新たな委員会（全学 FD 委員

会）が立ち上がったこともあり、2010年4月の公立大学法人への移行を機に、地域研究交流センターは地

域に関わる活動を中心に行なうこととし、教育評価・改善部会の機能は全学FD委員会に、教養教育開発部

会の機能は教養教育運営委員会にそれぞれ移すとともに、GP開発部会の機能は引き続き地域研究交流セン

ターが担っていくことになりました。  
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現在、山梨県立大学では全学的に自己点検・評価を進めています。地域研究交流センターの活動の教育

面への効果について見てみますと、①地域研究プロジェクトと大学カリキュラムとの連携、②交流支援事

業としての学生活動へのサポート、③学部が企画する教育的な研修会・講演会の共催、④生涯学習講座へ

の学生によるスタッフ参加、⑤GP 申請に関わる企画立案支援、といった点で学生の教育に関わっており、

センターの活動の教育への効果は大きいと考えます。①地域研究プロジェクトと大学カリキュラムとの連

携、②交流支援事業としての学生活動へのサポートに関し、最近の具体的な活動は以下の通りです。 

①地域研究プロジェクトと大学カリキュラムとの連携 

よつびし総研活動における地域振興（熊谷ゼミ）、外国人観光客増加のための外国語並びに観光ピクトグ

ラムを使用したメニュー作成参加（吉田ゼミ）、インターネットを活用した遠隔日本語教育におけるチュー

ター参加（安藤ゼミ）、甲府市外国籍住民実態調査における調査協力（安藤ゼミ）、外国人から見た山梨の

魅力調査における調査協力（張ゼミ）、多言語放送番組制作へのスタッフ参加（前澤ゼミ） 

②交流支援事業としての学生活動へのサポート 

学生優秀地域プロジェクト表彰、多文化共生事業に関わる助成 
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最後に公立大学法人への移行について触れたいと思います。より自主性・自律性を伴った大学運営が行

えるよう、山梨県立大学はこの4月から公立大学法人山梨県立大学になります。これまでは地方公共団体

である山梨県の内部組織のひとつという位置づけでしたが、4月からは地方独立行政法人法に基づき山梨

県が設立する独立した法人に替わります。大学運営のための財源の多くは、引き続き県からの交付金に依

存するものの、大学が多用な事業の展開により自主財源の拡充を図ることが期待されています。4月以降、

地域研究交流センターの活動をより一層充実させてまいります。同時に、大学としての自主財源の確保に

向けて、地域研究交流センターでは受託研究や学内でのGP申請支援などにも力を入れていきたいと考えて

います。受託研究については、学内には3学部（国際政策、人間福祉、看護）にわたる教員がおり、これ

らの人的資源を活用し、必要に応じ学外の研究機関とも連携しながら、受託研究に取り組みたいと思いま

す。自治体やNPOなどの関係者の方々で、ご計画がありましたら、地域研究交流センターまでご相談をい

ただきたいと存じます。2010年度も地域研究交流センターをよろしくお願いいたします。 

                                        （2010年3月） 
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交 流 ・ 支 援 部 門  

1．部門事業の概要

(1) 講師・委員等の応嘱 

 学外の団体等からの本学教員に対し、講演・研修等の講師や委員等の委嘱があった。

(2) 学外からの相談等への対応 

 学外団体主催行事への協力、協力名義提供、施設提供などに対応した。

(3) 高校大学連携講座の実施 

 平成 18 年度から実施している「家庭看護・福祉」の科目の高校大学連携講座を実施した。

(4) 甲府商工会議所との連携 

 山梨県立大学と甲府商工会議所との包括的連携協定に基づき、2 事業を実施した。

(5) 忍野村との連携 

 山梨県立大学と忍野村の間での包括連携協定に基づいて活動が進められた。

(6) ことぶき勧学院との連携 

 ことぶき勧学院学生と本学学生との交流企画を 2 回実施した。

(7) 教員の地域貢献活動への支援 

 支援メニューを学内教員に周知した。また、メニューに基づく支援を行った。

(8) 八ヶ岳南麓エコツーリズム推進協議会事業への参加 

センターとして八ヶ岳南麓エコツーリズム推進協議会に参加し、受託事業「八ヶ岳を深く

楽しむ「八ヶ岳エコソムリエ」 プロジェクト」の一部を担当した。

(9) 学生による地域貢献活動への支援 

 「学生優秀地域プロジェクト」認定・支援の制度に基づき、４件のプロジェクトを認定・

支援するほか、学生の地域貢献活動を促すための情報提供を行った。

(10) 大学周辺自治会との情報交換

 池田キャンパス周辺の３自治会自治会長、飯田キャンパス周辺１自治会会長、役員の参加

を得て、大学との情報交換会を初めて実施した。

(11) 看護・福祉専門職支援 

 H20～21 年度の看護・福祉専門職支援に関する研究活動に引き続き、研修会を実施した。

(12) 水と緑を考える大学・地域・産業連携国際シンポジウムの開催 

 標記のシンポジウムを 2009 年 9 月 12 日（土）午後、本学池田キャンパスで開催した。

(13) 山梨県立科学館との連携・協力 

山梨県立大学と山梨県立科学館は平成 22 年 3 月に連携協定を締結した。

2．部門事業の実績と課題について

 本年度は、大学周辺自治会との情報交換会、山梨県立科学館との連携協定の締結等新たな

事業が加わった。また、学外の各種の事業に積極的に参加している教員、学生も増えてきて

いる。しかしながら、全学的なとりくみにおいてはまだ不足する部分もある。本部門が学内・

学外交流・支援の役割を果たすためにどう機能すればよいか、次年度以降、検討課題となる。
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1．講師・委員等の応嘱
 本学教員は、学外の団体・自治体・学校等から依頼を受け、各種講師・委員等に応嘱して

いる。平成 21 年度の応嘱状況を下の表に示す。これによれば、全学でのべ 408 件の応嘱があ

り、内訳は、講義・講演が 287 件、委員等が 89 件、その他が 32 件であった。学部別には、

国際政策学部が 33 件、人間福祉学部が 162 件、看護学部が 199 件、職員等が 14 件であった。

 なお、本報告における数値は平成 22 年 2 月 17 日までに地域研究交流センターが把握した

情報に基づくものである。ここに示した数値は、大学に対し文書による派遣依頼がなされた

案件、もしくは大学が人員選定等に関与した案件に限定されており、これ以外にも把握され

ていない案件が相当数存在すると考えられる。

表１ 平成 21 年度の講師・委員等応嘱状況

  依頼内容名   

学部名 講義・講演 委員等 その他 総計 

国際政策 9 19 5 33 

人間福祉 127 27 8 162 

看護 149 39 11 199 

職員等 2 4 8 14 

総計 287 89 32 408 

表２ 平成 21 年度の講師・委員等応嘱状況の内訳：講義・講演

依頼者 国際政策 人間福祉 看護 職員等 総計 

幼稚園・保育園   1     1

小中学校   8 3   11

高等学校 1 2 4   7

専門学校     1   1

大学・短期大学 1 2 3   6

県関係機関 4 24 16 2 46

市区町村 1 45 24   70

各種団体 1 35 66   102

医療機関・福祉機関等   5 24   29

省庁等   2     2

その他 1 3 8   12

総計 9 127 149 2 287
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表３ 平成 21 年度の講師・委員等応嘱状況の内訳：委員等

依頼者 国際政策 人間福祉 看護 職員等 総計 

高等学校       1 1

大学・短期大学   2     2

県関係機関 7 9 19 2 37

市区町村 3 4 3   10

各種団体 5 6 15   26

医療機関・福祉機関等     1   1

省庁等 4 4 1 1 10

その他   2     2

総計 19 27 39 4 89

表４ 平成 21 年度の講師・委員等応嘱状況の内訳：その他

依頼者 国際政策 人間福祉 看護 職員等 総計 

小中学校     2   2

県関係機関 3 4     7

市区町村     2 8 10

各種団体   3 6   9

医療機関・福祉機関等     1   1

その他 2 1     3

総計 5 8 11 8 32

（文責：川池智子）

２．学外からの相談等への対応
地域研究交流センターは，学外と大学を結ぶ窓口として活動しており，さまざまな依頼・

相談・照会等に対応するほか，学外団体主催行事への協力，協力名義提供，施設提供などに

対応している。平成 21 年度は，山梨 YMCA からの依頼により、障害者の自立のためのイベン

ト「第 12 回山梨チャリティーラン 2009」（主催：山梨 YMCA ほか）に、学生（50 名）・教員（1

名）をボランティアランナーとして派遣し、最大のボランティア提供団体として同会より「特

別賞」を受賞した。特定非営利活動法人スペースふうからの依頼により、環境イベント「エ

コユース×スペースふう 環境サミット 2009」（平成 21 年 7月 11 日実施）をスペースふう・

学生団体山梨エコユースフォーラム・山梨県立大学の 3 者共催とし、山梨県立大学を会場と

して開催した。また、「やまなし定住外国人のための健康教室」（やまなし国際保健支援ネッ

トワーク主催・平成 21 年 9 月 27 日実施）を地域研究交流センターの後援とした。これ以外

にも把握されていない案件が相当数存在すると考えられる。

（文責：吉田均・川池智子）
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３．高校大学連携講座の実施
   

 「山梨県特色ある高校づくり支援事業」として、城西高校からの依頼を受け、平成 18 年度より実

施している看護・福祉系進路希望者を対象とした「家庭看護・福祉」の科目の高校大学連携講座

を本年度も継続して実施した。看護学部 8 名、人間福祉学部７名、計 15 名の教員の協力があった。

教員名とテーマは以下のとおりである。

火曜日午後(13:45～14:35 14:40～15:30)  

人間福祉学部 5 月 26 日 坂本玲子准教授 うつにならない心の健康のつくり方 

人間福祉学部 6 月 2 日 神山裕美准教授
自己理解と他者理解～グループアクティビティ

を通した連携と協力～ 

看護学部 6 月 23 日 田淵和子准教授 子供の成長発達と看護 

人間福祉学部 8 月 25 日 反町誠准教授 精神障害者の福祉 

看護学部 9 月 1 日 平田良江講師 産褥期における母子の変化と看護ケア 

人間福祉学部 9 月 8 日 高野牧子准教授 子どもと共に輝く保育～ふれあい遊びの実践より～ 

看護学部 9 月 15 日 小田切陽一教授 予防医学とその役割 

人間福祉学部 10 月 6 日 堀井啓幸教授 教育における少子化問題（仮題） 

人間福祉学部 10 月 20 日 伊藤健次講師 介護技術の基礎 

看護学部 11 月 10 日 清水恵子教授 青少年の自殺予防について 

人間福祉学部 11 月 17 日 池田政子教授 子どもの心を育てる「ことばかけ」 

看護学部 11 月 24 日 松下由美子教授 傷の治り方とケア 

看護学部 12 月 22 日 渡辺裕子准教授  Into Aging-高齢者の理解を深めるために- 

看護学部 1 月 12 日 泉宗美恵講師  地域で療養する人々を支える訪問看護 

看護学部 1 月 19 日 溝口孝美助教  食生活が健康に与える影響について 

（文責：川池智子）

４．甲府商工会議所との連携
 山梨県立大学は平成 20 年 3 月 27 日、甲府商工会議所との間で、包括的連携協定を締結し

た。この連携協定は、県立大学と甲府商工会議所が相互に協力・連携し、地域経済の振興、

まちづくり等の地域振興、地域福祉及び地域看護を通じた地域活性化、人材育成を中心に地

域貢献していくことを目的としている。

 この連携協定にもとづき平成 21 年度には以下の２つの事業を実施した。（文責：川池智子）

（１）国際観光推進事業 

本学・山梨学院大学・甲府商工会議所との教員（2 名）・職員（2 名）・学生（16 名）の混
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成チームで、甲府市の銀座江戸家（平成 20 年～21 年度）と若鮨（平成 21 年）で、ユニバー

サルデザインを活用した多言語（日、英、中）モデルメニューの研究と作成を行った。それ

により甲府中心商店街などで、外国人観光客向けの集客ツールを作成した。 

                        （文責：吉田均） 

（２）学生が主体となった甲府中心市街地活性化事業 

 学生たちが主体となって活動している「よつびし総研（四菱まちづくり総合研究室）プロ

ジェクト」は平成 21 年度で 3 年目を迎えた。しかし、過去２年間の活動によって、「よつび

し総研」が単なる「イベント屋」、「ご用聞き」と誤解されがちであったことを反省し、イベ

ント等は中心街にとっても、そこ住む人にとっても、そして学生にとっても意味のある、後々

に繋がる活動に絞り込んだ。そのうえで、昨年度から継続している

「甲府・都市空間調査 2009」や「ビシラン・ガイド・プロジェクト」（学生が中心街のお

店を独自に調査して、最高「四つ菱」で評価・公表する）、「商店主ヒアリング調査」（一店逸

品運動などに積極的に取り組んでいる活力ある商店主をヒアリングをして報告書を作成）な

どの新規調査研究活動に力をいれた。さらに、「まち友無尽」（行政・大学・商工会議所・商

店街・学生の 5 者連携懇談会）という、これまで個別的には連携していたが、総合的かつ有

機的には連携していなかった 5 者を学生が触媒となって連携させ、新たなまちづくりの発想

や手法、そして取り組みを呼び起こそうという新事業を企画・実施した。

（文責：熊谷隆一）

 

 

５．忍野村との連携
 山梨県立大学と忍野村は平成 21 年 3 月 10 日に包括連携協定を締結した。協定に基づき、

平成 21 年度は忍野村における地域課題の把握と連携・貢献の可能性の検討を行った。そのた

めに本事業を地域研究交流センターのプロジェクト研究に位置づけて、前澤哲爾教授をリー

ダーに 3 学部教員が参加して推進する体制を整え、学内における協議と忍野村役場・地域住

民との協議・意見交換を行った。事業の詳細は地域研究部門の項に記す。

（文責：箕浦一哉）

６．ことぶき勧学院との連携
（１）福祉コミュニティ学科学生との交流 

日 時： 平成 21 年 5 月 20 日（水）9 時～12 時 

内 容： 異世代間交流「山梨県立大学へようこそ」

場 所： 山梨県立大学 飯田キャンパス サテライト教室および学内

参加者： 山梨ことぶき勧学院甲府学園生 20 名

     山梨県立大学 介護福祉士履修課程 2 年生 18 名

担当者： 県立大学 福祉コミュニティ学科教員（横山貴美子・伊藤健次）
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当日の展開：

・あいさつ・紹介

・交流グループの決定

 ・勧学院生・学生それぞれ誕生月日順に整列

 ・向かい合った学生（2 名）と勧学院生（2～3 名）で 1 グループを結成

・グループ交流

 ・自己紹介、学生からインタビュー、相互交流

・グループ活動

 ・2 グループずつの 6 組を再編

 ・ペアごとにグループメンバーに対して相方を 5 分間で紹介する

総 括：介護福祉士履修課程所属の 2 年生 18 名が、事前におもてなしの具体的なイメージ作

りをしたうえで、勧学院生 20 名を迎えた。終了後、学生は、院生に旺盛な学習意欲

とエネルギッシュな生活力を感じ、固定化された高齢者のイメージを変えていかな

ければならないという感想を寄せ、院生は、メディア等で作られた若者像を払拭し

ていかなければならない、素直に頼りになる若者に出会えたという感想をいだいた。

     毎年、新しい院生との交流を持ってきたが、来年度は、院生の学習プログラムの

変更により、本交流会は中断することとなった。大変残念であるが、今後は積極的

に学生が地域に出向き、様々な活動を展開する時期に来ていると感じている。

（文責：横山貴美子）

（２）看護学部学生との交流 

日 時： 平成 21 年 6 月 6 日（土）9 時～12 時

内 容： 異世代間交流 ～ライフ・ヒストリーの交歓～

場 所： 山梨県立大学 池田キャンパス 101・201 講義室および学内

参加者： 山梨ことぶき勧学院甲府学園 2 学年生 24 名

     県立大学看護学部 2 年生（希望者） 19 名

担当者： 県立大学看護学部老年看護学 流石ゆり子・渡邊裕子・河野由乃・小山尚美・萩

原理恵子

当日の展開：

・オリエンテーション：あいさつ・紹介 

・みんなで歌おう『懐かしのメロディー』：歌にまつわる思い出と歌の披露

・相互交流（グループ毎に交流）：自己紹介（学生・勧学院生合わせ 6～8 名）、人生の先輩

より若者に贈る言葉、学生より将来の夢を語る 等

・相互交流（個別交流（２人でペアになる））：勧学院生のライフ・ヒストリーを中心に看

護学生がインタビュー

・全体会（交流を通しての感想）：勧学院生・学生全員より参加しての感想を述べ合う

総 括： 「異世代間交流事業」は今回で 4 年目を迎えた。毎年参加メンバーは入れ替わって

も、勧学院生、学生ともに双方に抱くイメージがプラスに変化するのみならず、大
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きな満足感をもたらしていることが伝わってくる事業である。開始後 4 年の節目を

機に、本事業を客観的に評価し、プログラムをさらに充実させていきたいと考えて

いる。

 (文責：流石ゆり子) 

 

 

７．教員の地域貢献活動への支援
（１）教員への支援メニューの策定・周知 

 前年度に続き、教員が自主的におこなう地域貢献活動を促進するために、教員を対象とし

た支援メニューを周知した。周知したメニューは以下の通りである。

 

A. センター主催の「地域交流ミーティング」としての採択・実施

・教員による自主的な地域貢献活動のうち適切なものを、センター主催の「地域交流ミーテ

ィング」（後述）として実施する。 

B. センター「支援事業」の認定・支援

・センターの「支援事業」として認定する。認定事業はセンター経費を利用することが可能

となる。また、報道機関への情報提供、センターのウェブサイトを通じた広報などの支援

をおこなう。 

C. センター「後援」等の名義使用

・センターの後援名義の使用を認める。 

・教員が主体的に関与する事業のほか、学外団体から協力を依頼された事業で、本学の地域

貢献として賛同・応援の意思表明をするにふさわしいものを対象とする。 

D. 学生ボランティアの募集協力

・センターが本学での学生ボランティア募集に協力する。 

・教員が主体的に関与する事業または教員が学外団体から協力依頼された事業で、本学の地

域貢献としてふさわしく、かつ学生参加の観点からも適切なものを対象とする。 

 

（２）平成 21 年度の実施事業 

 人間福祉学部 池田政子教授より申請されたセンター支援プロジェクトである『やまなし

地域女性史「聞き書き」プロジェクト』の公開講座（2009 年 11 月 8 日、15 日 看護学部伏

見正江教授他学外研究協力者も参加）を共催事業として支援した。事業の詳細は地域研究部

門の項に記される。

（文責：川池智子） 

 

 

８．八ヶ岳南麓エコツーリズム推進協議会事業への参加
八ヶ岳南麓エコツーリズム推進協議会に参加し、同協議会が国から受託した「八ヶ岳を深

く楽しむ「八ヶ岳エコソムリエ」 プロジェクト」の一部を担当した。同協議会は、北杜市に
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拠点を置いて活動する「NPO 法人八ヶ岳南麓景観を考える会」「八ヶ岳ネットワーク」「八ヶ

岳歩こう会」「八ヶ岳自然ガイド協会」「パノラマ市場「おばちゃんの会」」「なかーアウトド

アーズ」の 6 団体と山梨県立大学地域研究交流センターによって構成されている。

 受託プロジェクトは、八ヶ岳南麓地域の自然・景観・歴史・文化などの地域資源を保全し

つつ深く楽しめる仕組みを作ることで、観光地としての質を高めることを目指すものである。

そのために、地域の魅力を発信できる人材「八ヶ岳エコソムリエ」の育成を中心とした情報

発信機能の強化、環境保全やツアー企画・運営を継続的におこなう仕組み作りなどを進める。

 地域研究交流センターでは、プロジェクトの取り組みのうち「古民家集落のブロック塀改

善と赤道復元からみた新旧住民の意識調査」を担当した。ここでは、古民家がまとまって残

る北杜市大泉町谷戸地区において地元住民などへの聞き取り調査を実施し、集落景観や山林

内の道の保全・活用の可能性を検討した。このことによって、地元住民と連携して地域資源

の保全と活用を進めるための基盤づくりを進めることができた。

 この調査事業を進めるにあたり、教員・学生による研究グループを組織した。参加したメ

ンバーは以下の通りである。

  代表：箕浦一哉（国際政策学部・総合政策学科・准教授）

  参加教員：安達義通（同学科・准教授）

  参加学生：渡邉悠衣（同学科 4 年）、加藤志穂、清水美穂（以上同学科 3 年）、

       雨宮由佳、瀬谷亜里沙、花村さくら、三森さやか（以上同学科 2 年）

 平成 21 年 9 月から平成 22 年 2 月にかけて 4 回の現地調査をおこない、20 名の住民と 6 名

の関係者に聞き取り調査を実施した。調査結果は報告書に取りまとめたほか、報告会を実施

した

（文責：箕浦一哉）

９．学生による地域貢献活動への支援

（１）「学生優秀地域プロジェクト」の認定・支援 

 「山梨県立大学地域研究交流センター「学生優秀地域プロジェクト」認定・支援制度 実施

要項」を平成 20 年 6 月に定めた。これは、本学の学生又は学生団体が地域において実施する

事業で、地域および本学に対してすぐれた貢献をしたものを認定し、本学学生による地域課

題解決のための継続的な活動を推進することを目的としたものである。認定されたプロジェ

クトは、本学ウェブサイトに公表するほか、センターが可能な支援を行う。

 実施要項に基づき、平成 21 年度認定プロジェクトの選考を以下のプロセスで実施した。

(a) 教職員からの推薦

 実施要項では推薦の資格を有するのは本学教職員となっている。平成 21 年 12 月に教職員

からの推薦を募った。その結果、7 件のプロジェクトが推薦された。

(b) 選考委員会による選考

 センター長が組織した選考委員会において選考をおこなった。選考委員会のメンバーは、
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波木井昇センター長、林正健二学生部長、榑林事務局長、小林たつ子教授、清水惠子教授、

大塚ゆかり准教授、川池智子准教授、箕浦一哉准教授の 8 名であった。平成 22 年 1 月 15 日

に選考委員会が開かれ、協議の結果、4 件のプロジェクトの認定が決定された。

(c) 認定

 学長の承認を得たうえで、認定式を平成 22 年 1 月 25 日 12:20～12:50 に飯田キャンパス A

館 6 階サテライト教室にて開催した。

平成 21 年度 学生優秀地域プロジェクト 認定一覧

番号 プロジェクト名 実施主体名

1
在宅で生活する療養者および障害者の社会活動

を支援するためのボランティア活動
在宅看護研究会

2 MLP「多言語放送プロジェクト」 MLP「多言語放送プロジェクト」

3 山梨県立大学エコプロジェクト 山梨県立大学 eco project 

4
インバウンド観光教育プログラムに対する学生

支援事業

インバウンド観光教育プログラム

学生支援グループ

（２）「学生活動支援室」の活動 

 平成 19 年度より設置している「学生活動支援室」により、学内に設置した掲示板を通じて、

大学・教員に寄せられる学生ボランティア募集などの情報の学生への情報発信をおこなった。

（文責：箕浦一哉）

10．大学周辺自治会との情報交換
2010 年 2 月 22 日に大学周辺自治会との初めての情報交換会を行った。参加者は大学側か

らは伊藤学長、波木井地域研究交流センター長、中村学務課長、相川学務課福主査、川池交

流・支援部門長、池田地区周辺自治会からは荒川自治会会長（五味新吾氏）、長松寺北部自治

会長（大久保耕吉氏）、長南自治会長（保坂求氏）飯田地区周辺自治会からは飯田鶴巻台西自

治会長（宮下健治氏）と同自治会相談役（樋川宏子氏）、同自治会福祉部副部長（荻上喜代子

氏）の参加があった。学長から、今後、法人化をするにあたっても、さらに地域に根付いた

教育機関になっていくために、大学周辺自治会との連携を推進していきたいこと、そのため

に忌憚のない要望をいただきたい旨の挨拶があった。その後の意見交換の中では、自治会側

からは大きくは３つの要望が出された。一つは、大学側から、イベントや講座の情報を、も

っと地域に発信してほしいという要望である。二つ目は自治会の文化祭に、学生の作品を出

品するなどという形で参加してほしいというものであった。三つ目の要望は特に池田地区の

周辺自治会からのものであったが、池田地区連合会で開催される健康祭り（毎年 3 月）、健康
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研修会（毎年 7 月ないし 8 月）に教員や学生が、参加してほしいという要望であった。大学

設立以前は、看護系の教員が講師を務めたり、学生が研究発表（パネル展示）を行うことも

あったという。そのほか若い人たちが住むことで明るい街になる、大学祭を楽しみにしてい

るなどといったうれしい言葉もいただいた。さまざまな形で今後も地域に根付いた大学とし

て発展していただきたいという応援メッセージもあり、次年度以降も、このような情報交換

の会を、年に２回程度、開催していくという合意を確認して会を終えた。

                      （文責：川池智子）

11．看護・福祉専門職支援
交流支援部門の一つとして、平成 19 年度より設置した特別担当「看護・福祉専門職支援コ

ーディネーター」部門の活動が３年目となる本年は、「看護と介護の連携に関する研修講座等

の企画・実施」の活動方針を 4 名の委員で進めてきた。

この活動方針の背景には、本県の高齢化率が 23.0％（H21）と全国平均との格差は縮まって

はいるものの、約２年早く進行している現状がある。このような長寿社会の中で高齢者の生

活支援にあたる看護と介護の専門職のあり方が問われている。このことについて H20 年度県

内の介護老人福祉施設及び介護老人保健施設の管理者及び看護職、介護職者の全員にアンケ

ート調査を行い、H21 年２月報告会を行った。その中で、施設管理者及び看護職、介護職者

の合同の研修会を行なってほしいという声が出され、また調査結果からも同様の示唆が得ら

れた。

そこで今年度は、看護と介護の連携に関する研修会の企画・実施に向けて、老人福祉施設

における「特別養護老人ホームの看護を考える会」および「山梨県介護福祉士会」の代表者

11 名で、合同の企画会議を重ね研修会の企画と準備を行ってきた。その結果、「看護と介護の

よりよい協働を目指して」と題し、3 月６日(土)13:00 から池田キャンパス１０１講義室にお

いて、事例を中心に検討しスーパーバイザーを埼玉大学川元先生にお願いし実施する運びと

なった。当日はリーダー・主任クラスの 45 名（看護職 17 名、介護職 28 名、計 45 名）と学

生３名の参加者があり、事例や資料をもとに自分の問題として引き寄せて考え、これからの

あり方を具体的に再認識し解決の方向性を見出した有意義な研修会であった。今後もこのよ

うな研修会を切望する意見が多く、また今回を機会にセンターが参加者の身近な社会機関に

なったと述べていた。看護職と介護職が職域を越えて合同で研修を行うという機会は県内で

は新しい取り組みであり、今後のよりよいケアのために共に研修会を実施、継続し発展させ

ていきたい。

 また、平成 20 年度の調査結果を日本在宅ケア学会にて「介護老人保健・福祉施設における

看護職と介護職の連携に関する要因の検討」と題し発表したところ、現場の関心の高さが伺

え、看護と介護の円滑な連携を図るための方策を開発することが喫緊の課題であることが再

確認された。また、出版社より調査結果をもとに現場の実態についての掲載依頼があり、連

携の課題を提起していく機会を得た。

 これらの活動が専門職としてのよりよい協働のために、さらに発展していくことを期待し
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ている。

（文責：小林たつ子）

12．山梨発 水と緑を考える大学・地域・産業連携国際シンポジウムの開催          

山梨は首都圏に隣接している割に、自然環境に恵まれており、県民の間でも環境保全に対

する意識が高まっている。そのような中で、地域研究交流センターでは伊藤学長のリーダー

シップのもとで、財団法人日本開発構想研究所と連携し、これからの環境マネジメントや持

続可能な地域活力の涵養・地域育てについて考え、山梨のみならず国内・世界に発信するこ

とを狙って、「山梨発 水と緑を考える大学・地域・産業連携国際シンポジウム」を平成 21

年 9 月 12 日（土）午後、本学池田キャンパスで開催した。 

シンポジウムでは、まず 2名の講師による以下の基調講演を行った。 

（1)『山梨の自然の魅力』 エッセイスト・翻訳家 青木奈緒氏  

（2)『水と環境に恵まれた風土』 山梨大学大学院教授 砂田憲吾氏 

続いて、3名の識者による問題提起があり、その後、「緑の活用と保全」、「水循環と生活」、

「地域資源と地域戦略」というテーマの 3 つの分科会で議論を行った。「水循環と生活」に関

する分科会では、アジア 3カ国からの研究者による英語での報告もあった。 

当日は約 300 名という多数の方々の来場があり、盛況のうちに終了した。県立大学では今

後も環境を含めた地域資源の保全・活用と地域振興に係わるテーマで、情報発信を継続的に

行なっていきたい。 

（文責：波木井昇） 

 

 

13．山梨県立科学館との連携・協力
山梨県立大学と山梨県立科学館は両者の運営業務の活性化、相互の教育・研究・社会貢献

の発展のために、平成 22 年 3 月に両者の連携・協定を締結した。具体的には（１）相互に専

門知識・技術・施設機能を提供すること、（２）相互に新企画・事業改善策などの情報を提

供すること、（３）本学の授業において県立博物館の施設・機能を活用すること、（４）県

立博物館は、インターンシップ事業で学生を支援すること、（５）その他総合が合意した次

号を協力して行うことの 5 項目おいて協力・連携することとなる。 

（文責：川池智子） 
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情 報 発 信 部 門  

1．部門事業の概要

(1) 地域研究交流センターニューズレターの発行 

 地域研究交流センターニューズレターは、大学と地域を結ぶ機関紙として、2005 年のセン

ター開設以来年 2 回発行し、県内外に配布している。今年度は下記の通り発行した。

 ①2009 年 9 月 10 日 Vol.9 発行（担当：大塚ゆかり、山本武信）

 ②2010 年 2 月 19 日 Vol.10 発行（担当：大久保ひろ美、森本 美智子）

 

(2) 年報の発行 

 毎年度末に、地域研究交流センターの事業実績をまとめた年報を作成している。今年度は

2009 年度年報（本報告書）を 2010 年 3 月に 500 部発行した。

 

(3) ウェブサイトでの情報発信 

 ウェブサイト上において、センターの概要、地域支援、生涯学習の案内、地域研究、教育

改善、刊行物等について情報発信している。特に、生涯学習部門が実施する講座・研修の案

内は、タイムリーな情報発信がなされ広く県民への広報に役立っている。また、2008 年度に

認定された学生優秀地域プロジェクトの活動報告を掲載した。

2．部門事業の実績と課題について

 ニューズレター、年報、ウェブサイトの媒体を用いて情報発信を進め、地域研究交流セン

ターの事業活動についての内外への周知を行った。こうした情報発信は事業記録としても有

効であり、大学の説明や自己点検評価等にも活用された。

 他の部門事業と同様、情報発信部門事業においても、担当する教職員は研究・教育や他の

学内業務と並行して部門事業にあたっており、効率的な業務の遂行が求められている。本年

度は、ニューズレター発送業務においてアルバイトを雇用し、効率的な業務の一助とした。

 ニューズレターについては 5年間で 10号を数えたが、これを節目として、発行時期や内容、

デザインなどを再考し、さらに効果的な情報発信を図りたい。また、ウェブサイトは十分に

活用されているとはいえないので、効率的で効果的な情報発信について検討を続けたい。
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1．ニューズレターの発行
 地域研究交流センターニューズレターは、大学と地域を結ぶ機関紙であり、大学の教員や

学生による地域貢献、地域住民・関係機関・自治体等との連携事業を県内に紹介するととも

に、全国に向けて発信する役割を持つ。2005 年のセンター開設以来、A4 判カラー8 ページで、

年 2 回発行され、県内外に配布している。

 2009 年度は 2 号のニューズレターを発行した。発行部数は 5,000 部で，このうち 3,647 通

を関係先 481 箇所へ発送している。内訳は，県関係（53 箇所），市町村（28 箇所），図書館（48

箇所），県内大学（11 箇所），実習先（病院・福祉機関・幼稚園・保育園等，132 箇所），企業

（14 箇所），県内非営利活動法人（64 箇所），県内高校（54 箇所），その他（77 箇所）である。

各号の概要は以下の通りである。

（１）ニューズレター Vol.9 の発行

 2009 年 9 月 10 日発行のニューズレター第 9 号の特集記事は、鼎談「大学・企業・NPO の

地域貢献と連携」であった。これは、（株）ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ社長・海野一

幸さん、NPO 法人スペースふう理事長・永井寛子さん、本年度就任した伊藤洋学長に語り合

ってもらったものである。

 そのほか、学生の地域貢献プロジェクトとして、「大学ダンスフォーラム in 山梨」「ヘルス

プロモーションクラブ」の 2 件の活動を紹介した。センター事業の記事として、教育 GP「学

際統合型専門職連携教育開発プロジェクト」および春季総合講座の事業報告、今年度新規に

スタートしたプロジェクト研究の紹介、今後開催される講座の告知を掲載した。他に、新セ

ンター長のあいさつ、連載のユニーク教員紹介を掲載した。

（２） ニューズレターVol.10 の発行

 2010 年 2 月 25 日発行のニューズレター第 10 号では、地域研究交流センターの地域研究部

門の事業にスポットをあてた特集記事を掲載した。プロジェクト研究として、平成 17 年度よ

り 4 年間継続して実施された「多文化共生」、「少子高齢化時代の地域ネットワーク」、「やま

なし地域女性史」の取り組みを紹介した。共同研究については、平成 18 年度から 20 年度に

実施された内容を一表にした。

 また、センター事業報告として、「山梨県立大学観光講座」、「やまなしインバウンド観光教

育プログラム」、「看護・福祉専門職支援コーディネーター」、「忍野村との連携事業」、「山梨

発 水と緑を考える大学・地域・産業連来国際シンポジウム」についてとりあげた。

 更に、本学の法人化に伴う地域研究交流センターの構想の他、連載記事であるユニーク教

員紹介と、Vol.9 に引き続き学生優秀地域プロジェクト紹介を掲載した。

（文責：大久保ひろみ）
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2．年報の発行
 『山梨県立大学地域研究交流センター年報』は，１年間の地域研究交流センターの事業実

績をまとめたものである。2005 年度のセンター開設以来毎年度末に発行し，学内外の関係各

位に配布するほか，地域研究交流センター説明資料として随時活用している。また，自己点

検評価等の資料としても活用されている。

 2009 年度の年報は 2010 年 3 月末に発行した（本冊子）。発行部数は 500 部とし，学内教職

員のほか，県内関係機関，市町村，ほか関係各位に配布した。

（文責：箕浦一哉）

3．ウェブサイトでの情報発信
 山梨県立大学のウェブサイト内に、地域研究交流センターのサイトを置き、各種の情報発

信をおこなっている。特に、生涯学習部門が実施する講座・研修等のイベントに関する情報

は、随時タイムリーな情報発信を行っている。センター主催事業以外に、センターが支援・

後援する事業についても記事を掲載して広報をおこなうことで、大学の地域貢献活動を幅広

いものにしている。今年度の新規の試みとして、2008 年度に地域研究交流センターが認定し

た学生優秀地域プロジェクトの活動報告を掲載した。他に、センターの概要等について紹介

しているほか、ニューズレター・年報は PDF 形式のファイルでサイトに掲載している。

（文責：箕浦一哉）
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生 涯 学 習 部 門  

1．部門事業の概要

地域研究交流センターでは、下記の講座を開催した。

(1) 地域研究交流センター主催講座 

①春期総合講座（３回） 

②社会人・大学生のためのキャリア・アップ講座（６回） 

③地域プロデューサー養成講座（１回） 

(2)地域連携講座 

①観光講座（４回） 

②デザイン講座（４回） 

③子育て支援コーディネーター養成講座（８回） 

④男女共同参画講座（３回） 

⑤幼児教育センター月齢別講座（１２回） 

(3)学部共催講座 

①看護実践講座（１回） 

②健康講座（１回） 

③「カウンセリング入門」研修会（５回） 

④ソーシャルワーカーリカレント講座（１回） 

⑤人間福祉学部共催講演会（１回） 

⑥保育リカレント講座（１回） 

⑦子育て支援フォーラム（１回） 

(4)県民コミュニティカレッジ（広域２回・地域４回） 

(5)インバウンド観光講座（１５回） 

2．部門事業の実績と課題について

 生涯学習部門では、社会人を対象とした新たな主催講座の開発と、学部・地域との共催等

により計 18 種類の講座を開催した。講座の増設によって、今年度は、昨年度よりさらに幅広

い地域住民のニーズに応えることが可能となった。来年度に向けては多様な講座の企画と、

講座開設にあたってより計画的な広報活動を実施する予定である。

今年度より試行的に、学内インターンシップとして地域研究交流センター講座に 12 名の学

生（地域研究交流センター学生サポーター）を採用した。この制度を来年度以降も継続して

実施し、学生と地域研究交流センターの関係をより密にするとともに、仕事を通じた実務経

験、講座参加を通じた学習の両面から大学の学生教育に資するものとしたい。

また、今年度も例年通りセンター主催講座を中心にアンケート調査を実施し、受講者のニ

ーズ把握に努めてきた。来年度は、これらのアンケート結果を元に、地域の求める生涯学習

とは何かという点に関して具体的な検討を行う。独立行政法人化を迎え、大学の知的リソー

スを生かした講座の充実を図るとともに、一部講座の有料化を視野に入れた生涯学習部門の

効率的な運営と、体制作りが課題である。
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【１．センター主催講座】

1．「春期総合講座～最前線シリーズ～」
（１）概要

毎年、地域研究交流センターの春の講座として「春期総合講座～最前線シリーズ～」が開

催されている。今年度は、今年度春期総合講座は、山梨県立大学の新しい顔である伊藤洋新

学長、看護学部・人間福祉学部の新学部長である佐藤悦子教授、藤谷秀教授を講師に迎えた。 

各回のテーマ及び講演内容は下表のとおりである。 

第一回  5 月 23 日(土) 講師  伊藤 洋 （山梨県立大学 学長） 

（サテライト教室）    演題：「よりよいコミュニケーションをめざして」 

人が、「バラ」を買うのは「バラ」に付随した「意味」、「愛・熱情・恋」などその時代・時代に現れて

は消える「シンボル」によるのである。人がコミュニケーションを行うときも同様、言語のコードが

正確に伝わることは重要だが、それだけでは真の理解には至らない。人が言語コ－ドに付随した「シ

ンボル」をさまざまに操るからである。ここでは、シンボルを通じてより良いコミュニケーションに

ついて考える。 

第二回  5 月 30 日(土) 講師  佐藤 悦子 （看護学部 学部長） 

（サテライト教室）   演題：「在宅療養を支える～高齢になっても、病気になっても、住みなれた

地域で暮らし続けるために～」 

近年、患者さんの入院期間がどんどん短くなってきている。医療の依存度が高い人でも、安定してく

れば退院し在宅で治療を継続している。どんな障害や症状を持っていても、ご本人やご家族が住み慣

れた家で安全に安心して生活できるよう、それを支える専門職としての看護師や保健師の活動と、よ

りよく在宅療養を続けられるためにどうしたらよいかを考える。 

第三回  6 月 6 日(土) 講師  藤谷 秀 （人間福祉学部 学部長） 

（サテライト教室）    演題：「人の価値について」 

「価値」とは、良し悪しのことである。この言葉を「人」に対して言うとき、ある種の落ち着かなさ

を覚えてしまう。現代社会では至る所で、「人の価値」が測られている。では、いったいどんな基準で

「人」の良し悪しを測れるのだろうか、そもそも「人」の良し悪しを測ることができるのだろうか。

このような「人と価値」をめぐる問題(古くて新しい問題)を、受講者とともに考える。 

 

（２）実施状況

１回から３回まで、県立大学 A 館６階のサテライト教室で実施された。参加者は、第一回

32 名、第二回 39 名、第三回 56 名、計 127 名（回答者 95 名）である。受講者からは、今回

の講師による同テーマの連続講座を希望する旨の要望が

寄せられた。

（文責：安藤淑子）
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2．「社会人・大学生のためのキャリアアップ講座１」

（１）概要

地域研究交流センター主催講座として今年度新たに実施した、社会人・大学生向け講座で

ある。第１期３回は、７月 12 日（日）に実施される簿記３級試験を視野に入れた「簿記入門

集中講座」として実施された。会場はいずれもＡ501 教室。

第一回  6 月 26 日（金） 講師 帆足 俊彦（山梨県立大学国際政策学部） 

商業簿記の基礎としての基本的な仕訳と計算問題対策及び伝票・試算表・決算対策など 

第二回  7 月 3 日（金） 同 上 

検定試験 3級の模擬試験問題を中心に試験対応できる技術を学ぶ 

第三回  7 月 10 日（金） 同 上 

実際の過去問題を解いて、本試験に合格できる技術を習得する 

（２）実施状況

連続した３回の講座の参加者は、第一回 39 名、第二回 39 名、第三回 40 名、（内３回すべ

て出席 33 名）であった。申込者の所属は、学外の一般参加者 8名、山梨大学７名、山梨大学

大学院１名、県立大学職員１名、県立大学学生 29 名、不明２名である。 

「社会人・大学生のためのキャリアアップ講座２」

（１）概要

第２期は、「社会人のための企業取引最前線」をテーマに、外部講師２名を招いて実施され

た。会場はサテライト教室。 

第一回 11 月 13 日（金） 講師：澁谷 彰久 氏（山梨県立大学 国際政策学部教授） 

演題：「金融取引における法的視点」 

企業や個人が倒産した時、民事再生法など最新の倒産法制について、その実態としくみを初心者にも

わかりやすく解説する。 

第二回 11 月 27 日（金）講師：山崎 利明 氏（山梨中央銀行 営業統括部副部長） 

演題：「地域における金融ビジネス」 

 山梨県内における産学官連携、農産物のマッチングフェアなど、地元金融機関の地域活性化に向けた

さまざまな取組みについて、具体例を交えわかりやすく解説する。 

第三回 12 月 11 日（金）講師：中島 弘雅 氏（慶応義塾大学 教授） 

演題：「よくわかる倒産法入門」 

銀行や証券会社ではいろいろな金融商品を販売している。法律的には預金とローン、株式と債券、保

険商品はどこがどう違うのか？ 身近な金融取引を法的視点から改めて考えてみる。 

（２）実施状況

 第一回８名、第二回 10 名、第三回 10 名の参加者があった。    （文責：安藤淑子）
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3.「地域プロデューサー養成講座」
 

日程と会場： 2010 年 2 月 20 日(土) 午前 9時 30 分～午後 7時（懇親会含む） 

講師：前澤哲爾（山梨県立大学 国際政策学部 教授） 

趣旨と目的： 

中央集権から地域主権の時代に移行すべきだという論議が盛んに行われていますが、地域

主権が成立するためには、地域自身でリーダーシップを発揮していかなければなりません。 

地域にとって最も必要とされているのは、誰かから頼まれたわけでなく、自発的に自律的

に創造的に地域のために活動できる人材です。領域は異なっていても、同じ高い志を持って、

地域を牽引する多くの才能を輩出することを目指します。 

本講座は、4 年目を迎え、今年度で一旦終了いたします。 

2006 年度は、山梨県立大学で隔週平日夜 10 回連続、2007 年度からは、忍野村、山梨市、

増穂町での地域開催で、土日連続 15 時間の講座を行い、2008 年度は、引き続き南アルプス

市、大月市で開催しました。延べ 250 人以上の方が参加されました。 

そして、2009 年度は、山梨県立大学で、1 日だけの集中講座です。昨年度までは、受講者

の意識化を目的とした、全員でのワークショップでしたが、本年度は、講義を中心としてい

ます。主宰者である前澤哲爾が、今までどういう風に各種プロジェクトを企画立案し、組織

化し、運営してきたかをすべてお話します。ノウハウの全貌を明らかにします。このテーマ

では山梨県で初めて話すことになります。 

話題は、以下を予定しています。 

１．日本にフィルムコミッション（FC）をどういう風に導入したか。 

２．アジアの FC ネットワークをどう作ったか。 

３．小学校に社会人講師を送る活動をどう進めたか。 

４．東京国際映画祭の改革の突破口をどう切り開いたか。 

５．山梨で、YDP、MLP、PAC などをなぜ始めたか。 

６．2010 年度、新規に取り組もうとしていることは何か。 

内容では、以下のことを中心に語ります。 

１．人脈形成と組織づくり 

２．企画立案と持続性  

３．運営と危機管理 

 （文責：前澤哲爾）
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【２．地域連携講座】 

1．「観光講座」 プロフェッショナルが語る「観光の本質」～映画・音楽・アート・

の～ 出版からみえるも

 会場：第 1 回・2回：山梨県立大学飯田キャンパス講堂 

第 3回・4回：山梨県立大学飯田サテライト教室 

時間：14：00～16：00 

07 年度から始まったこの講座は、今年度で 3年目を迎える。 

07 年は、「富士山に頼らない山梨の観光」と題して、JTB 会長、韓国観光公社東京支社長、

富士屋ホテル副社長などの観光重鎮専門家を招き、総論のシンポジウムを行った。 

  08 年度は、「現場の知恵」と題して、３回シリーズを企画し、長野県白馬村前村長、山形

県鶴岡市「庄内映画村」社長、福島県会津若松市「くつろぎ宿」社長に講演を依頼した。 

  そして、09 年は、直接的には観光業と関係ないそれぞれの領域のプロフェッショナル 4人

から、観光に関する示唆に富んだ話を聞く機会を作った。 

 概要は以下の通り。なお、この講座内容については、山梨日日新聞が毎週詳細記事を掲載

した（巻末の報道資料参照）。 

 

◆第 1回 11 月 7 日（土）「映画監督」崔 洋一 氏 参加者 80 名 

日本映画監督協会理事長、宝塚造形芸術大学教授 監督作品には、93 年『月はどっちに出

ている』、95 年『マークスの山』、98 年『犬、走る。』、99 年『豚の報い』、02 年『刑務所の中』、

04 年『クイール』、『血と骨』、07 年 『壽』（初の韓国映画）、09 年『カムイ外伝』がある。  

 

◆第 2回 11 月 14 日(土)「ブロードキャスター」Peter Barakan 氏 参加者 80 名 

ロンドン大学日本語学科を卒業後、1974 年来日。現在フリーのブロードキャスターとして

活動、「CBS ドキュメント」（TBS テレビ）、「ビギン・ジャパノロジー」（NHK 総合テレビ）、「ウ

ィークエンド・サンシャイン」などを担当。 

 

◆第 3回 11 月 23 日（月・祝）「アートディレクター」北川フラム 氏 参加者 40 名 

㈱アートフロントギャラリー代表取締役、地中美術館総合ディレクター、新潟市美術館館

長、女子美術大学芸術学科教授。主なプロデュースとして、「アントニオ・ガウディ展」

(1978-79)「アパルトヘイト否！国際美術展」（1988-90）等。街づくりの実践では、「ファー

レ立川アート計画」（1994）「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」（2000～）など。 

 

◆第 4回 11 月 28 日（土）「出版編集者」藤岡比左志 氏 参加者 40 名 

ダイヤモンドビッグ社代表取締役社長 1980 年ダイヤモンド社入社。雑誌編集を 10 年、

書籍編集を 8 年担当。「ダイヤモンド経営者倶楽部」編集長、「ダイヤモンＺＡｉ」誌創刊編

集長。2008 年から「地球の歩き方」シリーズ発行元のダイヤモンドビッグ社代表取締役社長。 

（文責：前澤哲爾）
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2．「デザイン講座」
（１）概要

今年度のデザイン講座は、「つながりを育むデザイン」という全体テーマのもとに、山梨県

工業技術センターの協力を得て全４回実施した。

第一回 11 月 15 日（日）13：30-16：00 （飯田キャンパス講堂）

講師：柳本浩市 氏（Glyph.代表）、聞き手：秋本梨恵 氏（山梨県工業技術センター）

演題：SOCIAL＝DESIGN デザインと社会とのつながり            

デザインが社会にどのような影響を与えてきたか、過去の優れたデザインから見える、デザインと社

会とのつながりについて学ぶ。

第二回 12 月 12 日（土）10：00-16：00 （飯田キャンパス・サテライト教室）

講師：雨宮千春 氏（cocochi 代表・編集者）、保坂紀明 氏（グラフィックデザイナー）

ワークショップ：「町をつなぐ、編集とデザイン」  

実際に町を歩き、発見したことをもとに受講者全員で小さな冊子を手作りする。ワークショップを通

じて地域の人、もの、ことをつなぐデザインの力について考える。

第三回 1 月 31 日（日）13：30-16：00 （飯田キャンパス講堂）

講師：梅原 真 氏（梅原デザイン事務所）、聞き手：並木淳 氏（JAGDA 会員）、秋本梨恵 氏

（山梨県工業技術センター）

演題：「考え方をデザインする 一次産業×デザインでつなぐ土佐の地域力」

地域の第一次産業再生をデザインの力によってプロデュースした実例を元に、地域経済の在り方、商

品開発の手法、地域で生きる生き方のヒントを発見する。

第四回 2 月 6 日（土）13：30-15：30 （飯田キャンパス・サテライト教室）

講師：兼松佳宏 氏（greenz.jp クリエイティブディレクター）

演題：「場づくりのデザイン 環境活動、地域活動の現場から」

近年、学校や企業・組織といった枠を超えて、同じ興味を持つ人が集まり、新しい未来をつくるため

の場づくりのデザインを考える。

（２）実施状況

受講者は、第一回 32 名、第二回 16 名、第三回 80 名、第四回 35 名である。

なお、今回のデザイン講座には、地域研究交流センター学生サポーターが 12 名（人間福祉

学部７名、国際政策学部５名）参加し、会場設営、受付、資料配布、アンケート調査回収、

その他の協力を行っている。

＜第二回講座で作成した冊子＞

（文責：安藤淑子）

－ 24 －



3．「子育て支援コーディネーター養成講座」
 

第 5 期子育て支援コーディネーター養成講座は 37 名が修了され、5 年間にわたる事業で、

20 代から 70 代まで 221 名の修了生の皆様が、県内 20 市町村で子育て支援ネットワークの拠

点としてご活躍いただけることとなりました。

今期の皆様はすでに子育て支援のプロとして実績があり、講座の様々な学びを吸収し、い

かに自分の実践活動へとつなげていくか、積極的で、主体的な学びの姿勢を強く感じました。

グループでの話し合いもスムーズで、多くの活発な意見交換の中、内容的にも素晴らしい企

画をパワーポイントも駆使して、生き生きと発表されました。グループ内で意気投合し、夢

企画を実現する予定のグループも生まれたと伺います。全 8 回の概略は次頁表１に示します。

 今期の最終回には汐見稔幸氏（白梅学園大学学長）をお招きすることができ、子どもたち

が群れて生き生きと遊んでいる昭和 30 年代の写真を提示いただき、からだを通して遊び関わ

る大切さ、子どもが元気に成長する子育て支援の在り方を見つめ直す機会となりました。

受講者による 4 段階評価では、今期は総合平均が 3.8 となり、昨期よりもさらに高い評価

をいただくことができました。特に最終回では満足度が 4.0 と皆様にご満足いただけたこと

は、5 年間の集大成として本当に嬉しく思います。講座講師を務めていただいた県外、県内

講師の皆様と受講生の皆様が共に作り上げていった講座の成果だと考えます。また、共に運

営にご尽力いただきました県社会教育課のご担当の皆様にも深く感謝申し上げます。

今後、子育て支援コーディネーター修了生の皆様と同窓会のように集い合い、ネットワー

クを確かめ合う機会を設けていきたいと考えます。子育て支援を自分の手で担いたいという

情熱をさらにつなぎ合い、連携して、より力強くきめ細やかな子育て支援ネットワークが山

梨県全体へ広がり、子育てが楽しくなるような温かな力となりますことを期待しております。

皆様のますますのご活躍を心よりお祈り申し上げます。本当にありがとうございました。

（文責：高野牧子）

    写真  熱心なグループディスカッションが展開する
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表１ 2009 年度 子育て支援コーディネーター養成講座実施内容    

月   　日 内　　　　　　容 講　　　師

1 6月12日 テー�　    「山梨県子育て支援の施策と課題」

（金） 受付

開講式・オリエンテーション

「子育て支援施策の新たな展開
～子育て支援分野における自治体間競争の激化の中
で～」

北杜市児童家庭課課長 　　　　吉田　昌司　 氏

「山梨県の次世代育成政策」 県福祉保健部児童家庭課　  課長補佐　 川手　雄仁　 氏

（県立大学 　　「子育て支援の文化間比較」 山梨県立大学　教授　　　　　　　　　　　 山田　千明　 氏

サテライト教室） グーループディスカッション「山梨の課題・自らの課題を探る」

2 7月10日 テー�　    「子どもの創造性を育む」　　

（金） ワークショップ「子どもの創造性を育む造形表現」 プレイワーク主宰　　　　　　　　　　　　　　 ねもといさむ 氏

（県立大学 　　ワークショップ「親子で楽しむ身体表現アイディア集」 山梨県立大学　准教授 高野　 牧子　氏

サテライト教室） グループディスカッション

3 7月31日 テー�　　 「地域の力で虐待予防」

（金） 「社会的養護から見る子ども家庭」 山梨県立大学　客員教授　　　　　　　　　　　  加賀美 尤祥　氏

（県立大学 　　「虐待から守る　子どもからのメッセージを受け止める」 山梨立正光生園子ども家庭支援センターテラ主任相談員（臨床心理士）　 岩藤　 裕美　氏

サテライト教室） グループディスカッション「事例研究　虐待予防　その対策」

4 8月28日 テー�　　　「やまなし子育て支援コーディネーターの集い」（シンポジウム）

（金） 「やまなし『親』学習プログラム」の活用 子育てサポーターリーダー　 　　 恩田　 加代　氏

子育てサポーターリーダー　 　　 塚田　 純子　氏

シンポジウム

「つながり」と「支え合い」の子育て支援 第１期　甲斐市社会福祉協議会
地域福祉担当リーダー

米山　 宗久　氏

子育て支援センター立ち上げまで 第２期　子育て支援センターきっずやつしろ　代表 宮川　久美子 氏

地域拠点の活用　面で抑える子育て支援 第３期　甲府市　子育てサポーターリーダー　 藤　原　 静　氏

地域で支える子育て 第４期　市川三郷町山保学童クラブ　指導員 畑川 かおる　氏

つながりタイム

（県立大学 　講講演「一人の人間として、生きる・つながる」 長野県短期大学　講師　　　　　　　　　　　 金山 美和子　氏

5 9月11日 テー�　　　 「心と体から健�を�える」

（金） 「子育て支援における『食』へのアプローチ」 山梨県立大学　講師　　　　　　　　 　　   鳥居 美佳子　氏

（県立大学 　　「カウンセリング入門　―健やか子育ての援助―」 山梨県立大学　准教授　　　　　　　　　　 坂本　 玲子　氏

サテライト教室） 「子どもの行動を理解するー注目の仕方で子どもは伸びる」 アドラー心理学カウンセラー　　　　　　　 手島  羽ツ枝  氏

6 9月25日 テー�　     「コーディネート力養成　子育て支援企画」

（金） 「魅力ある企画と人材発掘コーディネイト」 山梨県立大学　 教授　　　　　　　　　   前澤　 哲爾　氏

（県立大学 サテグループワーク　「子育て支援　夢企画」

7 10月9日 テー�    　「PC�用のプレゼンテーション」

（金） 初心者用     「素敵なチラシ、PCで作ろう」 山梨県立大学   准教授                              　 池田   充裕    氏

中・上級者用「パワーポイントでアピール」 県総合教育センター　主幹・研修薬袋　秀樹　 氏

（総合教育センター　　　　 県総合教育センター　研修主事 河野   良一　 氏

パソコン室） グループワーク　「子育て支援企画の作成」

8 11月13日 テー�      「やまなし子育て支援への期待」

（金） 企画発表準備「輝け企画プレゼンテーション力ＵＰ↑」

企画発表

講演「子育て支援　今後への期待」 白梅学園大学学長　　　　　　　　　　　　 汐見　 稔幸　氏

企画発表および講座全体の評価 有明教育芸術短期大学　教授　　　　　　  　 阿部 真美子　氏

（県立大学 　講まとめ・閉講式

各回　コーディネーター　　山梨県立大学教授　池田　政子　准教授　高野牧子

事務局　社会教育課 　副主幹　杉山　由貴子　　主査　河西  美沙子
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表１ 2009 年度 子育て支援コーディネーター養成講座実施内容    

月   　日 内　　　　　　容 講　　　師

1 6月12日 テーマ　    「山梨県子育て支援の施策と課題」

（金） 受付

開講式・オリエンテーション

「子育て支援施策の新たな展開
～子育て支援分野における自治体間競争の激化の中で～」

北杜市児童家庭課課長 　　　　吉田　昌司　 氏

「山梨県の次世代育成政策」 県福祉保健部児童家庭課　  課長補佐　 川手　雄仁　 氏

（県立大学 　　「子育て支援の文化間比較」 山梨県立大学　教授　　　　　　　　　　　 山田　千明　 氏

サテライト教室） グーループディスカッション「山梨の課題・自らの課題を探る」

2 7月10日 テーマ　    「子どもの創造性を育む」　　

（金） ワークショップ「子どもの創造性を育む造形表現」 プレイワーク主宰　　　　　　　　　　　　　　 ねもといさむ 氏

（県立大学 　　ワークショップ「親子で楽しむ身体表現アイディア集」 山梨県立大学　准教授 高野　 牧子　氏

サテライト教室） グループディスカッション

3 7月31日 テーマ　　 「地域の力で虐待予防」

（金） 「社会的養護から見る子ども家庭」 山梨県立大学　客員教授　　　　　　　　　　　  加賀美 尤祥　氏

（県立大学 　　「虐待から守る　子どもからのメッセージを受け止める」 山梨立正光生園子ども家庭支援センターテラ主任相談員（臨床心理士）　 岩藤　 裕美　氏

サテライト教室） グループディスカッション「事例研究　虐待予防　その対策」

4 8月28日 テーマ　　　「やまなし子育て支援コーディネーターの集い」（シンポジウム）

（金） 「やまなし『親』学習プログラム」の活用 子育てサポーターリーダー　 　　 恩田　 加代　氏

子育てサポーターリーダー　 　　 塚田　 純子　氏

シンポジウム

「つながり」と「支え合い」の子育て支援
第１期　甲斐市社会福祉協議会
地域福祉担当リーダー

米山　 宗久　氏

子育て支援センター立ち上げまで 第２期　子育て支援センターきっずやつしろ　代表 宮川　久美子 氏

地域拠点の活用　面で抑える子育て支援 第３期　甲府市　子育てサポーターリーダー　 藤　原　 静　氏

地域で支える子育て 第４期　市川三郷町山保学童クラブ　指導員 畑川 かおる　氏

つながりタイム

講演「一人の人間として、生きる・つながる」 長野県短期大学　講師　　　　　　　　　　　 金山 美和子　氏

5 9月11日 テーマ　　　 「心と体から健康を考える」

（金） 「子育て支援における『食』へのアプローチ」 山梨県立大学　講師　　　　　　　　 　　   鳥居 美佳子　氏

（県立大学 　　「カウンセリング入門　―健やか子育ての援助―」 山梨県立大学　准教授　　　　　　　　　　 坂本　 玲子　氏

サテライト教室） 「子どもの行動を理解するー注目の仕方で子どもは伸びる」 アドラー心理学カウンセラー　　　　　　　 手島  羽ツ枝  氏

6 9月25日 テーマ　     「コーディネート力養成　子育て支援企画」

（金） 「魅力ある企画と人材発掘コーディネイト」 山梨県立大学　 教授　　　　　　　　　   前澤　 哲爾　氏

グループワーク　「子育て支援　夢企画」

7 10月9日 テーマ    　「PC利用のプレゼンテーション」

（金） 初心者用     「素敵なチラシ、PCで作ろう」 山梨県立大学   准教授                              　 池田   充裕    氏

中・上級者用「パワーポイントでアピール」 県総合教育センター　主幹・研修薬袋　秀樹　 氏

（総合教育センター　　　　 県総合教育センター　研修主事 河野   良一　 氏

パソコン室） グループワーク　「子育て支援企画の作成」

8 11月13日 テーマ      「やまなし子育て支援への期待」

（金） 企画発表準備「輝け企画プレゼンテーション力ＵＰ↑」

企画発表

講演「子育て支援　今後への期待」 白梅学園大学学長　　　　　　　　　　　　 汐見　 稔幸　氏

企画発表および講座全体の評価 有明教育芸術短期大学　教授　　　　　　  　 阿部 真美子　氏

（県立大学　講堂） 　

（県立大学　講堂） 　

まとめ・閉講式

各回　コーディネーター　　山梨県立大学教授　池田　政子　准教授　高野牧子

事務局　社会教育課 　副主幹　杉山　由貴子　　主査　河西  美沙子

－ －

（県立大学
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4．「男女共同参画講座」

□ 趣旨：南アルプスハーモニープランの推進委員一人ひとりが地域の特性を生かした地域づ

くりを推進するため、男女共同参画社会の形成について理解を深めるとともに、その課題

に気付き、推進活動の必要性を認識することをねらいとし、山梨県立大学地域研究交流セ

ンターと連携して、男女共同参画講座（全 3 回）を実施した。

□ 研修テーマ 「男女共同参画の地域づくりをめざして」

回 期日 内容（講演及びワークショップ）

１
8 月 3 日

午後 7 時 30 分～9 時 30 分
“男女共同参画”って、どんなこと？

２
9 月 11 日

午後 7 時 30 分～9 時 30 分
なぜ“男女共同参画”か

３
9 月 24 日

午後 7 時 30 分～9 時 30 分

あらためて男女共同参画の視点から地域の暮らし

を考える ――私のできること・私たちのできること

□ 講師：池田政子（山梨県立大学人間福祉学部教授）

□ 場所：南アルプス市役所

□ 主催：南アルプス市・南アルプスハーモニープラン推進会議

 共催：山梨県立大学地域研究交流センター

□ 参加者：南アルプスハーモニープラン推進委員 35 名、担当職員２名

□ 受講感想：30～40 代の夫婦、男性・女性に聞いてもらいたい内容であった。意識を変え

るのには若い人がよいと思った／これからの活動に大変役立つ講座であった／わかりや

すい講座であった／大変勉強になった等

（文責：池田政子）

－ 27 －



5．「甲府市幼児教育センター月齢別講座」

 
月齢別講座は３ヶ月から２歳児まで、４つのコースがあり、年齢に合わせて様々な講座を

行っています。

３ヶ月~８ヶ月未満児の講座は、中央部幼児教育センター、北部幼児教育センターの 2 箇所

で行っていますが、８ヶ月~１歳３ヶ月未満児の講座は、中央部幼児教育センター、北部幼児

教育センター、アネシス（中道）幼児教育センターの３箇所で行っています。

お母様方の育児の中でお困りのこと・気がかりなことが少しでも解決に近づき、子育ての

お手伝いができればと、微力ながら 3 名の教員で日程調整をしながら講師を努めさせていた

だいています。この講座をきっかけにして、些細なことでも相談できるお母様同士のお友達

の輪が広がり深まることを願っています。

                              （文責：田淵和子）

【8 ヶ月~1 歳 3 ヶ月未満児講座 終了記念写真】

（撮影：北部幼児教育センター 子育てアドバイザー中村幸子氏）

表１ 平成 21 年度甲府市幼児教育センター 月齢別講座一覧（看護学部担当）

●3～8 ヶ月未満児 中央部 北部

テーマ 日程 講師 日程 講師

第 1 期 育児の気がかり 7月 2日 大久保講師 7月  9日 茂手木講師

第 2 期 育児の気がかり 10 月 22 日 大久保講師 10 月 22 日 茂手木講師

第 3 期 育児の気がかり 2月  4日 大久保講師 1 月 28 日 茂手木講師

●8 ヶ月～1 歳 3 ヶ月未満児 中央部 北部

第 1 期 育児の気がかり 7 月 14 日 田淵准教授 6 月 30 日 田淵准教授

第 2 期 育児の気がかり 10 月 27 日 大久保講師 10 月 27 日 茂手木講師

第 3 期 育児の気がかり 2月  2日 田淵准教授 1 月 19 日 田淵准教授

第 1 期 育児の気がかり 7月  7日 田淵准教授

アネシス（中道）第 2 期 育児の気がかり 10 月 20 日 茂手木講師

第 3 期 育児の気がかり 1 月 26 日 田淵准教授

－ 28 －



１歳３ヶ月～２歳児、２歳児コース（表２参照）は、人間福祉学部で担当しており、大き

く２つの内容から構成しています。教員が講師を務める講座ではそれぞれの専門性を活かし、

研究で得た知見をわかりやすくお伝えするよう、心がけています。もう一つは、学生たちが

参加する交流企画です。毎年、１年生は自作の遊具を持ち込み、初めての子育て支援活動に

取り組みます。また２年生は劇発表を主にした１時間の子育て支援活動を企画します。学生

たちは、子どもの様子から多くのことを学ぶと共に、保育者としてのやりがいも大いに感じ

ているようです。今後も子育て支援活動に教員も学生も積極的に関わり、地域貢献を果たし

ていきたいと存じます。

（文責：高野牧子）

      第Ⅱ期 「一緒に遊ぼう！」 自作の遊具で遊ぶ子どもの様子から学ぶ

表２ 平成 21 年度甲府市幼児教育センター 月齢別講座一覧（人間福祉学部担当）

●1 歳 3 ヶ月～2 歳児 中央部 北部

日程 テーマ・講師名 日程 テーマ・講師名

第 1 期 7 月 17 日 「親子で楽しくふれあい遊び」

高野牧子准教授

7 月 10 日 親子の食生活

鳥居美佳子講師

第 2 期 10 月 30 日 「“わからずやさん”とつきあうた

めに」池田政子教授

10 月 23 日
左同

第 3 期 1 月 29 日 「絵本で楽しむコミュニケーショ

ン」山田千明教授

1 月 22 日
左同

●2 歳児 中央部 北部

日程 テーマ・講師名 テーマ・講師名

第

Ⅰ

期

7 月 1 日 「親子で楽しく遊ぼう！踊ろう！」

高野牧子准教授  

「親子で楽しく音あそび」

沢登芙美子教授  

7 月 8 日 「子育ての安全を考える」

堀井啓幸教授

第

Ⅱ

期

10 月 28 日 「一緒に遊ぼう」人間形成学科 1 年

引率：池田充裕准教授・古屋祥子講師

「一緒に遊ぼう」人間形成学科 1 年

引率：堀井啓幸教授・高野牧子准教授

11 月 4 日 「勇気づけの子育て」坂本玲子准教授

第

Ⅲ

期

1 月 20 日 「心を育むことば」池田政子教授

1 月 28 日 「劇遊び発表会」人間形成学科 2 年

引率：高野牧子准教授・池田充裕准教授

「劇遊び発表会」人間形成学科 2 年

引率：沢登芙美子教授、古屋祥子講師
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【３．学部共催講座】

1．「看護実践講座」（専門職向け講座）
テーマ:体験から学ぶ災害時における看護活動 

～連携がいのちを支えいのちをつなぐ～ 

講師:福井大学医学部看護学科 酒井明子教授 

日程:10 月 2 日(金) 18:30～20:30 

対象:看護職者、看護系教育機関学生及び教員、 

地域住民 

参加者数：39 名 

本公開講座は、平成 20 年 10 月 24 日に開催が予定されていたが、集中豪雨により中止に

至った経緯がある。聴講を希望する看護関係者や教員も多かったので、本年度の看護実践

講座として開催することに決定した。災害医療の概要についての説明は具体的で非常にわ

かりやすく、講師自らが災害地において行った看護活動の記録写真が数多く資料として提

供され、災害看護の現状がリアルに伝わる内容であった。事後のアンケート結果によると、

39 名の参加者の内、26 名(74%)が「期待通りの内容だった」と回答し、またスマトラ(イン

ドネシア)における大地震の直後に開催されたこともあり、タイムリーな企画としても評価

を受けることができた。 

 

2．「健康講座」（地域住民向け講座）
テーマ:新型インフルエンザの正しい知識と予防方法  

講師:古屋好美氏(中北保健所長)  

日程:11 月 7 日(土) 14:00～16:00 

対象:地域住民、県立大学学生および教職員 

参加者数：32 名 

本講座では、県民の健康生活へのニーズに応えることを目的として、2009 年に世界的な

大流行となった新型インフルエンザについての正しい知識と具体的な予防方法(日常生活

の過ごし方、マスク着用の具体的方法、うがい・手洗いの方法等)について外部講師に講演

を依頼した。当日の参加者からは「新型インフルエンザと季節性インフルエンザの違い、

対処の仕方、予防法などについて詳しく知ることができた (4 名)」「新型インフルエンザ

を広い視野で分析し、今後どうすればよいかを具体的に示唆する内容であった(2 名)」と

いうコメントが寄せられた。事後のアンケート結果においても、32 名の参加者の内、19 名

(73%)から「期待通りの内容だった」という回答があった。 

  両講座とも、案内を大学ホームページに掲載し、県内の医療施設・行政機関等へポスタ

ーを配布するなどの広報活動を行ったが、参加者数の増加には至らなかった。講座の企画・

内容とともにその PR 方法についても併せて検討する必要があると言える。

（文責：杉田由仁）
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3．「カウンセリング入門研修」
 

「ラボラトリー方式による体験学習」を用いて、カウンセリングの基礎の学習を行った。

（１）研修のねらい 

・ 「自分」を様々な角度から点検する 

・ “今ここ”で他者と関わることによって、自分の対人関係力やコミュニケーション力に

気づく 

・ カウンセリングの基本を体験を通して学ぶ 

（２）対象者 

対人援助職に就いている方（教員、臨床心理士、スクールカウンセラー、保育士、子育

て支援員、看護師）

（３）研修内容 

  ６月２０日（土） １３時半～１７時 ２４人 

     エクササイズ「私の窓」を通して、参加メンバー相互の関係形成を行い、研修で

の学習を行っていく上での契約を結んだ。エクササイズ「名画鑑賞」を使って、今

ここで何が起こっているかに気づく学びを行った。 

  ７月１８日（土） １３時半～１７時 ２０人 

     自分のコミュニケーションや対人関係のあり方に気づくために、エクササイズ「白

樺山荘」を実施。 

  ８月 ７日（金） １８時半～２１時 １４人 

     相手の話を聴くとはどういうことかを体験的に学ぶことと、自分のコミュニケー

ションのあり方に気づくために、指示書を使ってのロールプレイを実施。     

   １１月 ８日（日） １３時半～１７時 １１人 

        自分の人との関わり方、コミュニケーションのあり方に気づくことと、集団作業を通して、

グループの中での自分、他者の様々な動きに気づくために、無言の集団作業を実施

した。 

 １２月１９日（土） １３時半～１７時 １７人 

     良い相談を可能にする道を探ることと、ブレーンストーミングを学び自分の考え

方の特徴に気づくために、参加者を４～５人のグループで「良い相談とはなにか」

を検討した。

（文責：文珠紀久野）
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4．「ソーシャルワーカーリカレント講座」

 社会福祉現場の実務者を対象に、現場実践に役立つ知識や技術の習得と、大学・実践現場

との情報交換を目的に、下記のように講座を実施した。

ソーシャルワークは経験や勘だけで行うものでなく、近年、理論的根拠に基づいた実践が

求められている。根拠に基づいた実践を行うためには、ソーシャルワークの実践モデルから

考えると説明ができる支援方法も多い。本講座では、豊富な事例に基づき、実践理論モデル

の活用についての講義をいただいた。 

 

日時    2009 年 11 月 24 日（火） 午後 6時半～8時半 

場所    山梨県立大学 飯田キャンパス・サテライト教室 

講演テーマと講師 

「ソーシャルワーク実践モデル」の理解と活用 

      早稲田大学人間科学学術院 教授 加瀬裕子先生 

対象    社会福祉分野の実務者 

（社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士・介護支援専門員・相談員等） 

参加者   47 名 

 

 

5．「人間福祉学部共催講演会」
 社会福祉分野の研究成果や動向を学ぶ機会とするため、「子どもと家庭への支援や地域福

祉」について、地域の社会福祉・教育関係者、及び学生を対象にして講演会を開催した。 

英国ではソーシャルワークや保健部門が連携して、問題を抱えた子どもや家族への地域で

の早期支援のために、"Children's Centres"が設置されている。その評価調査を 5 年間実施

したＴ・スミス先生の研究より、その現状や課題をご講演いただき、あわせて、厚生労働省

及び内閣府の子ども支援政策にかかわる椋野美智子先生より、日本の現状や政策動向をご講

演いただいた。 

 

日時： 2010 年 2 月 8日（月）午後 1時～3時半 

場所： 山梨県立大学飯田キャンパス講堂 

講演テーマと講演者 

「地域における子どもと家庭への支援について～日本の現状と政策動向～」 

椋野美智子氏（大分大学福祉科学研究センター教授） 

「英国の子どもと家庭に関連したソーシャルワークと地域福祉」（日本語通訳付き） 

テレザ・スミス氏講演（オックスフォード大学 前教授） 

対象者：山梨県立大学人間福祉学部学生、及び山梨県内教育・福祉機関や施設関係者 

参加者：63 名 

（文責：神山裕美） 
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6．「保育リカレント講座」
 

テーマ：保育・子育て支援のためのコミュニケーション・スキルを磨く 

―子ども・親・私 それぞれの思いを活かすために－ 

日時：平成 22 年 3月 6日（土）午後１：３０～４：００ 

会場：山梨県立大学 飯田キャンパス・サテライト教室 

共催：山梨県立大学 人間福祉学部人間形成学科 

対象：幼稚園教諭・保育士・子育て支援者・学生など 

内容：①相手の気持ちを受けとめ、自分の思いを伝える基礎的な技法を学ぶ。 

   ②参加者の様々な事例を材料に、子どもや親とのコミュニケーションを深めるにはど

うしたらよいか、ワークショップ形式で学ぶ。 

講師：田中きよみ 氏（コミュニケーション・トレーナー） 

 

（文責：安藤淑子） 
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7．「子育て支援フォーラム」

第三回である今年度は「多文化共生時代の子育て支援」というテーマでパネルディスカッ

ションを開催した。パネリストご自身の体験に基づいたお話や、海外での実践例の紹介、そ

して熱い議論により、密度の濃い時間を共有できた。もっといろいろな話を聴いてみたい、

という声もあり、ほぼすべての参加者が本フォーラムの内容について「期待以上」「期待通り」

との回答であった。多くの参加者にとって、「多文化共生」に向けての子育て支援を考える契

機になったのではないかと考えられる。

◆目 的：子育て中の親とそれを支援する人々、支援者になる学生たち、学生を教育する教

員、自治体の担当者など、関係者が一堂に会して、それぞれの思いを共有すること

により、本県の子育て支援の質の向上を図るとともに、本学の子育て支援にかかわ

る今後の教育と地域貢献のあり方を探究する。

◆対 象：子育て中の方、子育て支援関係者、保育／教育関係者、学生等このテーマに関心

を持つ方

◆日 時：平成 22（2010）年 1 月 23 日（土） 14:00～16:00 

◆会 場：山梨県立大学 飯田キャンパス 講堂

◆参加費：無料／託児：あり（２名が利用）

◆パネリスト

保育園の立場から：富田 秀香 氏（山梨県中央市立田富第一保育園保育士）

研究者の立場から：山岡 テイ 氏（情報教育研究所所長）著書：『多文化子育て（学習研

究社）』『地域コミュニティと育児支援のあり方（ミネルヴァ書房）』等

日本で子育てするペルー人の母親の立場から：西田 ジャケリネ 氏・柴田 ミエコ 氏

（ペルー出身、日本で子育て中の母親、日系南米人コミュニティの声）

子育て中の国際結婚家庭の立場から：吉田 恵貞 氏・吉田 均 氏

（恵貞氏は台湾出身、均氏は本学国際政策学部准教授）

◆司会・コーディネーター：山田 千明

◆参加者：114 名 （内訳）一般参加者 16 名、山梨県私立幼稚園協会 10 年経験者研修対象者

11 名、本学学生 79 名（人間福祉学部 56 名、国際政策学部 23 名）、本学教員 8 名

○参加者の感想より：実際に現場の方、母親の方、研究者の方と様々な視点からの思いや考

えを聞くことができた／文化と文化の違いの中で、どのように共通点を見つけ、よりよい

関係を築いていくか、今後の課題だと思った／子どもにも、その親にもサポートが必要だ

ということがよく分かった／一人の日本人と

して外国人との関わり方を見つめ直す良いき

っかけになった／言葉・コミュニケーションの

大切さを知った／様々な立場からの子育て支

援があると感じた 等 

 （文責：山田千明）
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【４．県民コミュニティカレッジ】

１． 「広域ベース講座」（帝京科学大学・健康科学大学共催）

リカレント講座：「QOL の向上で今を生き抜く」

第一回 10 月 3 日（土）14：00-15：30 会場：山梨大学

基調講演 講師：流石ゆり子（山梨県立大学看護学部教授）、渡辺裕一（健康科学大学

准教授、萩原弘毅（帝京科学大学教授）

第二回 10 月 10 日（土）14：00-15：30 会場：山梨大学

   「あなたの高齢期はどのくらい幸せですか」

        講師：渡辺裕一（帝京科学大学准教授）

第三回 10 月 17 日（土）14：00-15：30 会場：山梨大学

「要介護状態にある高齢者の QOL を支えるために」

講師：流石ゆり子（山梨県立大学看護学部教授）

第四回 10 月 24 日（土）14：00-15：30 会場：山梨大学

   「地元で生き抜く 一人で悩まない老後のために」

        講師：長谷川辰男（帝京学大学講師）、松山朋子（帝京科学大学講師）、椎

名喜美子（帝京科学大学教授）

第五回 10 月 31 日（土）14：00-15：30 会場：青少年センター

   「自然の力で QOL の向上をめざす」

講師：宮崎良文（千葉大学教授）、峯崎友香理（帝京科学大学助教）、戸島

真砂子（帝京科学大学看護師）

２．「地域ベース講座」（山梨県立大学主催）
（１）概要

今年度の県民コミュニティカレッジ（地域ベース講座）は、「コミュニケーション入門：異なる

背景のひとびとと理解し合うために」というテーマのもとに、以下のような日程、内容で実施さ

れた。会場は４回ともすべて山梨県立大学サテライト教室。

第一回 10 月 10 日（土）10：30～12：00 講師：宇土 泰寛 氏（椙山女学園大学教育学部教授）

演題：外国人児童をいかす多文化共生空間づくりとコミュニケーション

日本の子どもと外国人の子どもが共に学び合う、多文化共生の空間づくりとしての教室を実践的な立

場から考える。

第二回 10 月 10 日（土）13：00～15：00 講師：山田 千明 氏（山梨県立大学人間福祉学部教授）

ワークショップ：異文化体験アクティビティ

異文化を疑似体験することで、自分とは異なる文化への感じ方、行動を振りかえり、異文化交流のあ
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り方を考える。

第三回 10 月 24 日（土）14：00～16：00 講師：梶原 睦子 氏（山梨県立大学看護学部教授）・穴

澤貞夫（東京慈恵医科大学教授）  演題：医療者との上手なつきあい方

病院では自分の病状をきちんと話し、医療者からの説明もきちんと聞いて理解することが大切である。

医療者とコミュニケーションをうまく取るための方法を考える。

第四回 10 月 31 日（土）14：00～16：00 講師：神山 裕美 氏（山梨県立大学人間福祉学部准教授）

演題：人と人をつなぐコミュニケーション～聴く・わかる・尋ねるために～ 

対人援助の場や、職場でのコミュニケーションを題材にしながら自分を振り返り、まわりの人たちと

のコミュニケーションを見直してみよう。

（２）実施状況

 参加者は、第一回 22 人、第二回 21 人、第三回 12 人、第四回 16 人である。第二回のワー

クショップでは、県立大学の学生６名がファシリテータとして参加した。

受講者の感想として、以下のようなものが寄せられた。

・現場の実践を具体例として出していただき、とてもわかりやすい内容でした／講座と言っ

ても実践的なものがあったので、実際コミュニケーションがとれて良かったです／両者の

理解しがたい壁とはなにか、分かり合うとはどういうことか深めていただきたいと思いま

す／多文化共生の問題は大変複雑で自分なりに色々と考えていましたが、今日お話を伺っ

て、新しい知識を得ることが出来て良かったです。

（文責：安藤淑子）

 

異文化体験アクティビティ実施状況
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３．平成 21 年度（第 3 期）やまなしインバウンド観光教育プログラム

（文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進事業」）      

 

本講座は、本年で 3 年目、最終年を迎える。講座は２つのプログラムと実習コースがある。 

（１）インバウンド観光事業企画力養成講座（定員 30 名） 

～サブタイトル：ホテル・旅館業で外国人観光客を倍増するための観光戦略～ 

受講期間：平成 21 年 6月 29 日（月）～平成 21 年 12 月 17 日（木） 

受講申し込み者数：26 人 

目標は以下の通り： 

・ 国別のインバウンド観光のニーズやそれに対する今日の山梨県における観光サービ

スの課題を具体的に把握する。 

・ 山梨県の観光資源（シーズ）とその魅力などを理解し、それらを活用しながら、イ

ンバウンド観光のニーズに対応した具体的なインバウンド観光戦略の考え方を身に

付ける。 

・ 第３期では、特にホテルや旅館などの宿泊業に従事する方や将来就職を希望する方、

または宿泊業との連携により新たな事業を検討している方などを対象として、外国

人観光客にとって魅力ある宿泊施設並びに観光地づくりのノウハウを身に付ける。 

 

（�）イン��ン�観光���画��成講� �要 

第 1 回 6/29（月）12:00～13:30 � イ ン � � ン � 観 光 � �  

【場所】山梨県立大学 日本の国際観光は、現在どこまできているのかを把握するとと

もに、山梨の現状と取り組みについて解説します。 山梨県観光部国際交流課 

社団法人やまなし観光推進機構 

山梨県立大学 前澤哲爾 教授 

第 2 回 6/29（月）13:40～15:10 � 問 題 意 識 の � 在 �  

【場所】山梨県立大学 受講者に問題意識アンケートをご記入いただき、その内容に基

づいて自己紹介を行います。さらに、今後課題に取り組んでいた

だくためのグループ分けを行います。 

山梨県立大学 前澤哲爾 教授 

第 3 回 

第 4 回 

7/13（月）12:00～15:10 � イ ン � � ン � 観 光 客 の 受 入 � � の � �  

【場所】山梨県立大学 外国人観光客に安全かつ快適に宿泊いただくため、昨年度実施

した活動を紹介します。あわせて、モデル施設での外国人モニタ

ーによる評価、ピクトグラムによるサイン計画や周辺地図・外国

語メニューの作成など、今年度の受講者の要望に合わせた実習計

画を話し合います。 

山梨県立大学 吉田 均 准教授 

第 ５ 回 

第 ６ 回 

7/27（月）12:00～15:10 � イ ン � � ン � 観 光 に � け る 広 報 戦 略  

【場所】山梨学院大学 外国人観光客を誘致するには、広報戦略が極めて重要です。こ

こでは、主に個人観光客を対象としたホテル・旅館等の情報発信駒澤大学   青木茂樹 教授 
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山梨学院大学 伊東洋晃准教授 

山梨県立大学 吉田 均 准教授 

の現状と課題を明らかにするとともに、より積極的な集客を目指

した広報戦略や、WEB などを用いた具体的な情報発信の方法に

ついて詳しく解説します。 

第 ７ 回 

第 ８ 回 

10/22（木）12:00～15:10 � イ ン � � ン ド 観 光 ツ ア ー の 企 画 と 実 践  

【場所】山梨県立大学 外国人観光客を対象とした観光ツアーは、どのように企画さ

れ、実施されているのでしょうか？ 外国人向けツアーを実施し

ている旅行会社の方をお招きして実践的なお話をお伺いしなが

ら、山梨において着地型ツアーを企画・実施する際のポイントや

注意点などについて解説します。 

JTB ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ&ﾄﾗﾍﾞﾙ 

GMT ツーリズム総合研究所  

小林裕和 所長 

第 9 回 

第 10 回 
11/5（木）12:00～15:10 

� 外 国 人 モ ニ タ ー に よ る サ ー ビ ス 向 � の た � の �ｰｸ�

���� 

【場所】石和温泉 君佳旅館  受講者の皆さんのホテル・旅館などの施設やサービスは、外国

人観光客にどのように評価されているのでしょうか？ ここで

は、受講者の中からいくつかのモデル施設を選び、在日外国人モ

ニターに、実際に施設のサービスを体験していただくことで、よ

り具体的な施設やサービスの問題点を明らかにするとともに、今

後の改善方策について考えます。 

山梨学院大学 伊東洋晃准教授 

第 11 回 

第 12 回 

11/19（木）13:00～16:00 � � � 講 座 （ 講 � 会 ・ 情 報 交 換 会 ）  

【場所】ベルクラシック甲府 観光ツアーを通じて外国人観光客を誘致するには、ランドオペ

レーターとのつながりが不可欠です。ここでは、我が国で活躍す

るランドオペレーターをお招きし、ツアーの企画から宿泊施設の

選定方法やその際の評価ポイントなどについて、具体的にお話し

いただきます。 

さらに講座修了後、受講者とランドオペレーターとの個別の情

報交換の場を設ける予定です（要予約）。 

ランドオペレーター 

山梨県立大学 吉田 均 准教授 

第 13 回 

第 14 回 

12/3（木）12:00～15:10 � 外 国 人 観 光 客 の お も て な し の 実 践 （ 実 習 ）  

場所：山梨県立大学  第９・10 回のワークショップを踏まえ、実際に接客を行う従

業員を対象としたおもてなしの実習を行います。それにより、国

別の挨拶程度の簡単な会話や、各国の文化や習慣に配慮した接客

方法などを身につけます。 

外部講師 

山梨県立大学 前澤哲爾 教授 

第 15 回 12/17（木）13:00～16:00 � 成 果 発 � 会 ・ 修 了 �  

【場所】山梨県立大学 グループ毎に研究課題の成果についてプレゼンテーションを行

います。 全教員 
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（２）インバウンド観光事業実践力養成講座（定員 20 名×3回） 

～サブタイトル：ガイドブックに載っていない新たな山梨の魅力の発見・発信～ 

受講期間：平成 21 年７月 30 日（木）～平成 21 年 12 月 17 日（木） 

受講申し込み者数：30 名 

本講座の目標は以下の通り： 

・ 山梨県の観光資源（シーズ）とその魅力などを理解し、それらを活用しながら、イン

バウンド観光のニーズに対応した情報発信のためのノウハウを身につける。 

・ 第３期では、現在、WEB サイトやブログサイト等による様々な情報発信を行ってい

る方やそれに関心のある方、今後、多様な職種においてこうした情報発信を行ってい

きたいと考えている方などを対象として、本事業が管理運営する山梨の観光関連情報

発信サイト「やまなし観光わいわいねっと」（http://www.yy-net.org/）を用いて、国内

外に山梨の魅力を発信するためのノウハウを身につけることを目指す。 

 

イン��ン�観光事業実�力�成講座 �� 

第 1 回 10:00～11:30 � 山 梨 の 観 光 に お け る 情 報 発 信 の 現 状 と 課 題  

【講師】 

財団法人やまなし観光推進機構 

駒澤大学   青木茂樹 教授 

山梨学院大学 伊東洋晃准教授 

山梨における観光関連情報の収集や発信の方法について学ぶ

上で、今日の山梨の観光を取り巻く状況や、事業者や自治体など

の PR 戦略について解説するとともに、更なる観光客の招致に向

けた情報発信の課題と、ブログなどを用いた個人による情報発信

の可能性について解説します。 

さらに、アフィリエイトなど、WEB を活用した情報発信によ

り収入を得る新たなビジネスモデルなどについても紹介します。

第 ２ 回 
12:30～14:30 

� 実 習 「 や ま な し 観 光 わ い わ い ね っ と 」 の 使 い

方  

WEB 講師 

駒澤大学   青木茂樹 教授 

山梨学院大学 伊東洋晃准教授 

山梨における観光関連情報発信サイト「やまなし観光わいわい

ねっと」の基本構成やその使い方について解説します。本講座は

実習形式として、受講者一人ひとりがパソコンを操作しながら、

本サイト上に各自のブログサイトを作成していただきます。 

第 � 回 14:40～16:00 � 実 習 � 魅 力 � な WEB コ ン テ ン ツ の 作 り 方  

WEB 講師 

駒澤大学   青木茂樹 教授 

山梨学院大学 伊東洋晃准教授 

第２回の基本操作に引き続き、魅力あるコンテンツの見つけ方

や、WEB 上で数多くの読み手を引きつける情報発信の秘策など

について解説します。それを踏まえて、各受講者が事前に用意し

たコンテンツで、実際にブログの記事を書き込んでいただきま

す。 

この期間、現地実習に参加したり受講者が独自に山梨県内各地を訪れて見つけた地域の魅力を、各自のブログ

サイトにて公開していただきます。 

また、他の受講者のブログサイトにコメントを書き込んでいただきます。 
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� � � 13:00～16:00 ■受 講 者 の ブ ロ グ 発 表 ・ 修 了 式  

山梨県立大学 前澤哲爾 教授 

駒澤大学   青木茂樹 教授 

山梨県立大学 吉田 均准教授 

山梨学院大学 伊東洋晃准教授 

これまでの講義・実習等を通じて作成した受講者各自のブログ

内容を発表していただき、その内容について、コンテンツの内容、

表現力などから教員が講評を行います。 

発表終了後、本講座の修了式において修了証を授与します。 

※第 4 回は、別途開講する予定の「インバウンド観光事業企画力養成講座」と同時開催です。

講座開催����に開催日時

��ス A ��ス B ��ス C

第 1～3 回

平成 21 年 7 月 30 日（木）

10:00～16:00 

平成 21 年 7 月 31 日（金）

10:00～16:00 

平成 21 年 8 月１日（土）

10:00～16:00 

峡南高等学校 山梨学院大学

第 4 回

平成 21 年 12 月 17 日（木）

13:00～16:00 

山梨県立大学・飯田キャンパス・サテライト教室

（３）現地実習の概要 

実際に山梨県内外の観光地を訪れその魅力に触れることを通して、受講者自らが地域の魅

力を体感できる機会を設けることを目的に、以下の現地実習を行った。 

����（土） コ����日本の伝統食の�力を�る 

【場所】 

昇仙峡周辺・ 

甲府市、中央市 

山梨県におけるインバウンドに日本の食文化を紹介・提供することのできる人材育成を目標

として、以下の 1 日実習を行います。 

・そばの麺打ち体験を通して日本独自の粉食文化・麺食文化並びに郷土食を学ぶ。 

・醤油工場見学を通し、日本の食文化を代表する和食の調味料である醤油の歴史、製造法

や和食の伝統であるうま味の食文化を学ぶ。 

各実習並びに移動時に関連内容の講義を行います。 

山梨学院短期大

学 

費用 3,500 円（そば打ち体験(持ち帰り有)と昼食代等） 

��16（水）～ 

��1�（木） 

コ����日本の伝統・文化に�れながら豊かな自然の恵みを�し� 

【場所】 

北杜市周辺 

山の幸・川の幸・水資源といった山梨県の豊かな自然がもたらす恵みについて、体験を通

して理解していただきます。北杜市周辺の温泉を中心とした観光資源の体験学習や、山の幸

である猪や鹿の肉の試食などを行います。また、日本の伝統的漁法であるもじり漁をただ一

人継承している鍋田さんにおいでいただき、もじり漁についての学習も行います。 

・もじり漁・山の幸・水にまつわる文化に関する講義 

・北杜市内の温泉巡り 

・もじり漁について見学 

帝京学園短期大

学 

－ 40 －



・鹿・猪などの山の幸を使用した食事体験 

費用 1,000 円（山の幸試食代：別途宿泊費（10,000 円程度；希望者のみ）・食費・入浴費（1

箇所 700 円程度）等の実費がかかります） 

��7（�）� 

���（�） 

コース �：現代の ������, �������� �“日本の新魅力”を探�� 

【場所】 

東京都内 

外国人旅行者にとっての“日本の新魅力”を探るべく、東京での外国人が集まる観光スポッ

トや宿泊施設などを視察し、彼らの来日ニーズや目的、実際の印象や感想などを直接インタ

ビューし、さらにそれら観光スポットや施設の提供者側の外国人観光客への対応や戦略など

の調査を行います。また、新技術や新産業を創出する最先端のイノベーション拠点の視察を

通じ、新時代の観光ビジネスの可能性を探ります。 

山梨学院大学 

費用 2,000 円（資料・調査用具等の実習費用：別途宿泊費・食費等の実費がかかります） 

10�17（�） コース�：山梨ワインの�身を知�う 

【場所】 

勝沼周辺 

山梨県の観光資源としてブドウ・ワインは非常に重要である。山梨県はワイン醸造では全

国１位の生産量を長年にわたり維持し、ワイナリーが点在し、観光ルートとして十分な資質

を備えています。そこで、山梨県のワインの特徴を良く理解し、説明できるようにする能力

の獲得は、インバウンド観光を推進する上で不可欠です。 

本コースでは、外国人への説明のための知識の獲得に重点を置き、世界的なワインの歴史、

日本および山梨県のワインの歴史、日本固有品種である甲州種やマスカット・ベリーＡ種、

ワイン醸造の方法の理解、英語におけるその表現などを学習することを目指します。 

山梨大学 

費用 2,000 円（食事代等） 

10�1（�）� 

10�2（�） 

コース５：身延山の歴史と��を探る� 

身延山久遠寺における�お����と朝勤を体験する。 

【場所】 

身延山宿坊 

身延山周辺 

インバウンド観光に結びつく地域資源の情報収集や情報発信に関する能力、さらにそれら

を活用した新たな観光サービス提供能力を身につけることを目指します。 

身延山久遠寺周辺史跡を実際に訪れ、通り一遍の観光地としてではなく７５０有余年の歴

史的、信仰の霊場としての身延山を肌で感じて欲しい。その体験より新たな身延山を観光資

源としてのあり方を探り出す。 

・身延山久遠寺 法要参列  ・久遠寺諸堂見学  ・久遠寺朝勤参拝 

身延山大学 

費用 8,000 円（１泊 2 食） 

（文責：前澤哲爾）
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地 域 研 究 部 門  

１．地域研究部門の事業概要 

（１）プロジェクト研究事業 

 地域研究交流センターでは、地域が抱えるさまざまな課題の解決および地域文化の発掘・

継承に向けて研究事業を実施しており、研究事業にはプロジェクト研究事業と共同研究事業

がある。 

今年度のプロジェクト研究は、以下の 4 本である。①と②は前年度までの研究成果を踏ま

え、内容を深めたり、新たな課題に取り組む形で、研究活動を継続させることとなったもの

である。さらに、今年度から新たなプロジェクト研究として、③、④の 2 件に取り組むこと

になった。 

① 大学と地域の連携による多文化共生の推進 

② 「よつびし総研」プロジェクト 2009 

③ 忍野村の地域課題と大学の地域貢献に関する研究 

④ 青少年を対象とした自殺予防教育の推進に関する研究   

（２）共同研究事業 

共同研究事業は当センターが募集する、学内の教員や学外の研究者等による研究事業であ

る。応募のあったものの中から、選考委員会（6月 19 日開催）によって以下の５つの研究が

採択された。このうち③④は平成 20 年度に続き採択・実施された。 

① 地域資源を活かしたビジネス展開の可能性について 

～甲斐絹の伝承と発信のためのプログラム開発～ 

② 女性の日常生活と更年期の過ごし方をめぐる地域差の研究 

～上野原市・甲府市の 70 歳以上の女性に関する実態調査～ 

③ 動作解析ソフトウェアによる解析画像を活用した介護動作教育モデルの開発 

～「動作解析ソフトウェアを活用した介護・看護・リハビリ分野に共通する動作

の分析Ⅲ」～ 

④ 山梨県産業金融史（戦前編）～企業家史的視角からの分析 2 ～  

⑤ 国際観光客誘致のための外国語メニューの開発に関するビジネスモデルの研究  

 

２．地域研究部門からの情報発信と今後への展望 

 今年度は、新たに加わった 2 つのプロジェクト研究が地域課題の掘り起こしを開始させる

など、プロジェクト研究事業に大きな変化が見られた。この新たなプロジェクト研究はセン

ターのニューズレター9 号に紹介された。また、20 年度までの地域研究部門の研究事業につ

いてはニューズレター10 号で特集が組まれる等、地域貢献の成果を報告する機会となった。 

センター研究事業は、平成 17 年度以降 5年を経過した。この 5年間で、本事業に 1回以上

参加した現職教員の割合は 52.6%(60 名)であった。教員は本事業の他にも数多くの研究活動

を実践しており、この割合が多いか少ないかは判断の分かれるところである。今年度はセン

ター研究事業がニューズレター等で取り上げられ、より周知されたことから、今後はさらな

る事業参加と地域貢献への活性化が図られることを期待したい。 
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１．センター・プロジェクト研究    

（１）大学と地域の連携による多文化共生の推進 

① 研究目的 

山梨県内に在住する多様な背景を持つ外国人住民の実態を把握し、適切な支援を行うた

めにこれまで複数年に渡って取り組んできたプロジェクト２つに新たな２つのプロジェク

トを加え、地域における多文化共生推進に寄与する取り組みを実施する。 

これまでに取り組んできたプロジェクトに関しては、大学の地域貢献としての位置付け

を明確にするとともに発展的な展開を企図した。新たな２つのプロジェクトに関しては、

担当する教員の専門領域を活かした基礎的な調査研究を行った。 

② 研究内容 

(A)多文化共生に関わる学生の地域貢献活動とカリキュラムの統合に関する研究～山梨県立大

学におけるサービスラーニングの構築に向けて～ 

 本プロジェクトでは、３年に渡り ICT 技術を活用した遠隔日本語教育を地域企業・海外

企業と繋いで実施してきた。このプロジェクトには本学教員・企業関係者のほかチュータ

ーとして学生が関与している。また、地域研究交流センターの学生優秀地域プロジェクト

である「学習支援教室」は、地域在住の外国籍児童生徒の学習を５年に渡って実施してい

る。学生の地域貢献活動を、カリキュラムと関連した教育活動の一環として実施するサー

ビスラーニングは、近年大学教育においても注目されはじめているが、本学における取り

組みを、多文化共生に関わる地域貢献活動を目的とした学士教育の枠組みの中に位置づけ

た。 

（B）FM 甲府と提携した外国人住民向け多言語放送の制作 

08 年 10 月から FM 甲府において、多言語放送「Hello! TAGENGO」の番組制作を行って

きた。この放送は、09 年 4 月から 30 分番組に拡大し、多文化共生を進める上で、外国人

住民への情報提供ツールの一つとして重要な情報基盤を形成しつつある。その実施に当

たって本学の多くの学生が参画し、外国人住民、地域のボランティアのいわゆる「異文

化コミュニケーション」の場となっている。 

放送番組の企画、放送台本の作成、演出構成、取材・録音、編集などを県内在住外国

人と協働して進めた。放送は毎日曜日、4月～9月午後 1 時～1時 30 分、10 月～3月午前

9 時～9 時 30 分である。第 1 週ポルトガル語、第 2 週中国語、第 3 週韓国語、第 4 週ス

ペイン語の放送である。第 5 週がある場合は、日本語でこの番組に関する話題を紹介し

た。  

（C）外国人から見た山梨の魅力 

自然や観光、生活環境、県政サービスなどを含めた山梨の魅力に対する外国人の認知度を

把握することを目的とし、山梨県在住外国人 100 名を対象にアンケート調査を行った。アン

ケートは日本語、ポルトガル語、中国語、英語、スペイン語、韓国語の 6 ヶ国語で作成、調

査は集団面接法と個別面接法を中心に行われ、極めて高い回収率（100％近く）と信頼度を達

成した。アンケートでは、山梨の魅力について「全体」、「生活環境」、「自然・観光」の 3 部

分計 30 項目に分けて質問し、また自由記述として山梨の魅力度を高めるには何が必要かなど
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について意見やアイディアを書いてもらった。アンケートを集めた後、その分析を行った。 

(D)多文化共生における外国人医療・福祉に関する問題 

  グローバリゼーションによる多文化化は医療・福祉の分野にもさまざまな問題を招来

しているが、多文化共生という視点で重要なことの一つに医療・福祉を「提供する側」

が「受ける側」のニーズを把握しているかどうかがある。本プロジェクトは、このニー

ズを把握するため、県内に多い中国系住民と南米系住民（ペルー系）の 2 グループでフ

ォーカスグループ(focus group)の手法を用いて、それぞれ通訳を介してインタビューを

実施した。各グループ構成は通訳も含めて 5 名。結果は、音声データをもとに逐語録を

作成、これをローデータとし補足データと共に質的機能的に分析した。 

③担当者 

安藤 淑子(代表、国際政策学部)、波木井 昇(国際政策学部)、前澤 哲爾（国際政策学部）、

八代 一浩(国際政策学部)、張 兵（国際政策学部）、長坂 香織(看護学部)、百々 雅子

（看護学部）

  （文責：安藤 淑子)  

 

 

（２）「よつびし総研」プロジェクト２００９～学生が主体的に運営する「四菱まち

づくり総合研究室」（よつびし総研）による甲府中心市街地活性化事業～ 

① 研究目的 

2007 年 4 月 14 日、山梨県立大学の学生と教員の有志と共に、甲府中心街に「四菱まちづ

くり総合研究室」(よつびし総研)を設立した。そして、その「よつびし総研」を拠点とし

て、甲府中心市街地の活性化事業等に取り組むという実践的研究を 3 年間継続してきた。

その目的は、学生が地元の中心街活性化等に寄与するという形で地域・社会に貢献するこ

と、およびその活動を通して学生が実践からしか学べない様々な経験やノウハウ、そして

能力など様々な学習成果を得ることである。 

② 研究内容 

開所以来、「よつびし総研」プロジェクトは、全国の地域活性化の成功事例を参考にしつ

つも、山梨県や甲府の特殊事情を踏まえながら、顧問教員のアドバイスを得て、学生が臨

機応変に様々な事業を展開するという手法、すなわち、学生が甲府中心市街地で主体的に

「まちなか研究室(よつびし総研)」を運営し、下記の風林火山事業を実施するという手法

で実践された。2009 年度の主な活動内容は以下のとおりである。 

風の事業（地域興し活動のコーディネート）として、「まち友無尽」(行政･大学･商工会

議所･商店街･学生の 5者連携懇談会)を新たに企画・実施した。これまで、甲府中心街のま

ちづくりにおいて、行政・大学・商工会議所・商店街・学生は個別的には連携していたが、

総合的かつ有機的には連携していなかった。そこで一堂に会して懇談する機会を設け、学

生が触媒となって、この５者を連携させて、新たなまちづくりの発想や手法、そして取り

組みを呼び起こそうというのがこの「まち友無尽」である。 

林の事業（催し物のプロデュース活動）として、毎年恒例となった「ゆかた祭(第 3回)」、
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や「キャンドル祭（エコ企画＋夏祭り、第 2回）」などを実施した。 

火の事業（よつびし総研の活動情報や地域のイベント情報の発信などの広報活動）とし

て、ブログやホームページによる情報発信、第 23 回自治体学会・福井大会でのポスターセ

ッションなどを実施した。 

山の事業（学生が独自の視点で実施する調査・研究活動）として、「甲府・都市空間調査

2009」、「ガチンコジウムⅣ 学生と商店主とで考える甲府中心街の行方－よつびし総研 3

年間の活動を踏まえて－」などを実施した。 

2009 度の研究の特徴としては、過去２年間様々なオファーに快く対応するあまり、「よ

つびし総研」が「イベント屋」、「ご用聞き」と誤解されがちであったことを反省し、イベ

ント等は中心街にとっても、そこ住む人にとっても、そして学生にとっても意味のある、

後々に繋がる活動に絞り込んだことである。そのうえで、研究プロジェクト・チームを編

成して、調査研究に力を注いだ。例えば、昨年度から継続した「甲府・都市空間調査 200

9」や「ビシラン・ガイド作成プロジェクト」（学生が中心街のお店を独自に調査して、最

高「四つ菱◆◆◆◆」で評価・公表する）、「商店主ヒアリング調査」などである。さらに、

伊藤洋学長や宇野善昌甲府市副市長に参与（特別顧問）として参加していただいたことも

昨年度とは異なる点である。来年度も調査研究に重点をおいて本プロジェクトを遂行して

いきたいと考えている。 

③ 担当者

 代 表 者： 熊谷隆一 (国際政策学部) 

共同研究者： 小沢典夫・前澤哲爾・吉田均・安藤淑子・箕浦一哉・安達義通・二宮浩輔（以

上、国際政策学部）、高野牧子（人間福祉学部）、伊東洋晃（山梨学院大学現

代ビジネス学部）、青木茂樹（駒澤大学経営学部）、石井信行（山梨大学） 

                       (文責：熊谷 隆一) 

 

 

（３）忍野村の地域課題と大学の地域貢献に関する研究 

① 研究目的 

09 年 3 月 10 日、「忍野村と県立大学との包括連携協定」締結を受け、地域課題の把握

と解決に向けて大学がなしうる取り組みについて研究する。 

② 研究内容 

7月7日、忍野村役場において、「包括連携協定推進委員会」が発足し、第1回会議を行っ

た。「委員会」は全体の承認委員会とし、次回は来年1月に開催する。委員長は前澤哲爾山

梨県立大学教授、副委員長は天野明弘忍野村総務課長となった。忍野村からは各課長やス

タッフなど18名、大学側から教員5名、学生5名が参加し、村からは、各担当者からそれぞ

れの課題などが出され、検討を行った。 

その結果、4つのテーマを設定して、分科会として活動することとなった。本年中に、少

なくとも1回ずつ、テーマミーティングを忍野村で開催し、具体的な地域課題を把握、分析

すると共に、その解決に向けた来年度の活動計画を立案する。また同時に、その活動のた
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めの来年度予算措置を講じることとなった。 

テーマとしては、「環境」（小沢典夫教授）、「景観」（箕浦一哉准教授）、「教育」

（前澤哲爾教授）、「健康」（村松照美教授）を当面担当とし、大学教員・学生、村職員、

村民の参加を得て、その課題について研究、検討する。 

2010 年 3 月までに、それらの記録や各種調査、関係資料をまとめ、報告書として取りま

とめた。

○ 研究会等の開催状況 

 ７月７日（火）19：30～21：30 包括連携協定推進委員会 第 1 回会議（忍野村役場）  

 11 月 1 日（日）14：00～16：00 「環境部会」第 1回会議（忍野村役場）  

 2 月～3月に「景観」「教育」「健康」各部会会議を開催予定。  

 「環境部会」と連動する活動として、「忍野村ホトケドジョウ復活プロジェクト協議会」

が、地元の NPO 法人富士おしの名水倶楽部が主催して、4月 26 日、11 月 1 日、1月 31 日

4 回の会議が開催され、また現場視察などが行われた。 

③ 担当者

前澤 哲爾（代 表：国際政策学部）

小沢 典夫、箕浦 一哉、安達 義通（国際政策学部）

村松 照美（看護学部）

大塚 ゆかり（人間福祉学部）

(文責：前澤 哲爾) 

 

 

（４）青少年を対象とした自殺予防教育の推進に関する研究 

① 研究目的 

県内の生徒や学生に、次のような力を育てたいというビジョンをもって、「自殺予防教育」

を推進するプロジェクト研究を立ち上げた。 

a．深く悩んだ時には周りの友人や教師、大人に相談することができる。 

b．身近な友人の「いつもと違う」に気づいた時には声をかけることができる。 

c．友人からの深刻な相談にはじっくり耳を傾けることができる。 

d．自分の力を超える相談には周りの大人やいのちのセーフティネットにつなぐことがで

きる。 

これらのビジョンを叶えるために、研究期間を 4 年と考えている。各年度のゴールは次

の通りである。 

 2009 年度:青少年の自殺の実態、青少年の自殺防止対策の現状と課題を公文書や文献よ

り検討等 

 2010 年度:代表者やメンバーが実施する自殺予防に関連する授業の公開、県内の中学・

高校・大学を対象に「自殺予防教育」実施に関するニーズ調査の実施等 

 2011 年度:教師が生徒や学生に実施する「自殺予防教育」プログラムの検討 

 2012 年度:中学・高校・大学への「自殺予防教育」推進の実践活動 
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本プロジェクト研究を通して、近い将来、「自殺予防教育」を県内全ての教育機関で実施

することが当たり前となり、次世代を担う青少年一人ひとりが「いのち」を大切にする大

人に成長すること願っている。 

② 研究内容 (初年度であり研究活動の概要を掲載した。詳細は研究報告書を参照のこと) 

1.研究会の開催・活動内容 

第1回研究会 平成21年 6月18日(木) ・プロジェクト研究のビジョン、ゴールの検討 

第2回研究会 平成21年 7月13日(月)  ・プロジェクト研究のビジョン、ゴールの決定 

・上越教育大学地域貢献フォーラム参加の報告 

第3回研究会  平成21年 8月 6日(木)  ・A大学生「心の健康度自己評価票」の集計結果報告 

          ・B高校生に対する自殺予防に関連した授業報告 

第4回研究会  平成21年 9月24日(木) ・山梨県高齢者の自殺動向に関する解析報告 

第5回研究会  平成21年11月12日(木) ・B高校生、A大学生に対する自殺予防関連授業報告 

                ・自殺認識テストのA大学生とB高校生の比較報告 

第6回研究会 平成21年12月17日(木) ・平成21年版自殺対策白書の子どもの自殺報告の検討 

                      ・中学生、高校生、大学生の自殺の実態把握の検討 

第7回研究会  平成22年 1月28日(木) ・第31回全国大学メンタルヘルス研究会参加報告 

・研究報告書の構成・役割分担の検討 

第8回研究会 平成22年 3月 1日(月)  ・研究報告書原稿の意見交換と次年度の課題の検討 

2.参加した学会や研修会等  

1) 上越教育大学地域貢献フォーラム‥平成21年 7月4日(土) 9:00～12:30  

・テーマ:「生きがい感を高める教育とは」 

2) 第31回全国大学メンタルヘルス研究会‥平成22年1月21日(木)～22日(金) 

・シンポジュウムのテーマ:「大学生の自殺予防」 

3) 第２回思春期ワークショップ‥平成22年2月28日(日)13:30～16:30  
・テーマ：「子どもの『死にたい』にどう応えるか」支援者のための自殺予防プログラム 
3.青少年を対象とした自殺予防に関連した教育活動 

1) A大学生に対する「生活と健康」における教育の実践 

2) A大学生に対する「精神保健論」における教育の実践 

3) B高校生に対する「家庭看護と福祉」における教育の実践 (1)(2)  

③ 担当者

清水 惠子（代表：看護学部） 小田切 陽一（看護学部） 坂本 玲子（人間福祉学部）

大塚ゆかり（人間福祉学部）末木恵子（保健室） 市川敏美（山梨県精神保健福祉センター）

 (文責：清水 惠子) 
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２．センター・共同研究 

（１）地域資源を活かしたビジネス展開の可能性について－甲斐絹の伝承と発信のた

めのプログラム開発 

① 研究目的 

本研究の目的は、山梨県の地域資源である「甲斐絹」を伝承するための教育プログラム

を開発すること、及び地域あるいは国内の様々なビジネス展開、商品開発、国内外への発

信方法を調査・分析し、「甲斐絹」のビジネス展開の可能性を検討することである。 

② 研究内容 

平成 21 年 7 月～平成 22 年 3 月までに 5 回の研究会を開催した。この内、第 3 回、第 4

回研究会は、宇都宮共和大学、松本晃子氏、杉野服飾大学、織田晃氏を講師に招き、地域

ブランドと商品開発、及び流行とブランドについての講演会として実施した。 

平成 22 年、1 月 13 日、20 日には、山梨大学付属中学において「甲斐絹」 を題材とする

研究授業を行った。研究授業の内容は甲斐絹座メンバーによる甲斐絹についての講義、及

び甲斐絹を使っての小物製作である。授業の対象は 3年 2 組 40 名、授業担当は同中学、赤

岡玲子教諭である。また、本授業の題材と甲斐絹小物販売検討のための、小物製作（ティ

ッシュケースカバー、シュシュ、ポーチ、コースター等）を行った。 

平成 22 年 2 月～3 月に於いて、山梨県富士工業技術センター保存の甲斐絹見学、甲斐絹

関連工場見学を実施するとともに、他県におけるシルクに関わる実態調査を行う。 

③ 担当者 

斉藤 秀子（代表者、人間福祉学部）波木井 昇、安達 義通（国際政策学部総合政策学科）

志村 結美（山梨大学教育人間科学部）内藤 裕利、古屋 万恵（山梨県商工労働部産業支援

課）五十嵐 哲也、渡辺 誠（山梨県富士工業技術センター）前田 一郎、山崎 泰洋、槙田 則

夫、田辺 丈人（甲斐絹座） 

(文責：斉藤 秀子) 

（２）女性の日常生活と更年期の過ごし方をめぐる地域差の研究 

－上野原市・甲府市の 70 歳以上の女性に関する実態調査－ 

① 研究目的 

本研究の目的は、上野原市・甲府市の 70 歳以上の女性の日常生活と更年期の過ごし方の

実態を知り 2 市の地域差を比較しながら、それぞれの地域が持っている生活の仕方の特

徴を描写する。

② 研究内容 

平成 18 年度と 19 年度の 2 回、「女性の日常生活と更年期の過ごし方」のテーマで上野原市・

甲府市の 2 箇所で二世代の女性達 70 名を無作為に抽出し、ライフコースと、特に更年期の日常

生活の過ごし方や生活スタイルについて David L.Morgan のフォーカスグループディスカッシ

ョンを用いて調査研究を行った。データ分析の結果 1）世代間差がある、2）個人レベルで、世

代を重ねて継承できるものとできないもの）、3）社会レベルで、世代を越えて変化するものと変化し
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ないものがあるの３点が示され、最終的に「変化するもの」のキーワーズとして“医療化”、“食生活”、

“モータリゼーション”が、「変化しないもの」では“関係性”、“絆”、“家庭と家族 ”、“連帯”が抽出

された。平成２１年度はこの語りのローデータから「女性のライフコースと、特に更年期の日常生活

の過ごし方」のコンセプトを基に調査票を作成し上野原市と甲府市で生活している 70 歳以上の女

性、各 150 名に研究の倫理的配慮の手続きを経て無記名自記式調査用紙を用いて集合調査

を実施した。データは統計ソフト SPSS を用いて分析した。 

これらの研究については、成果報告書で詳細を報告する。また論文として雑誌、学会誌に発表

していく一方で、日常生活への実践的な反映として地域の生活クラブ研究会でフィールドへのア

カデミックツアーのコーディネートを実施する予定である。 

③ 担当者 

  滝沢 美津子（代表 看護学部）、百々 雅子（看護学部）、萩原 結花（看護学部） 

  池田 智子（上野原市保健師）、白鳥 恵美子（上野原市保健師）

                               （文責：滝沢 美津子）

 

（３）「動作解析ソフトウェアによる解析画像を活用した介護動作教育モデルの開発」

～「動作解析ソフトウェアを活用した介護・看護・リハビリテーション分野に

共通する動作の分析Ⅲ」～ 

① 研究目的 

本研究の目的は、「動作解析ソフトウェアを用いた介護・看護・リハビリ分野の技術教育

方法の検討」を行うことである。平成１９年度に採択されたセンター共同研究からスター

トし、本年度はこれまでに蓄積してきた研究成果を元に、蓄積した動作解析画像を移乗動

作介助の技術教育に応用するための方法について検討し、教育モデルを作成した。 

② 研究内容 

（A）対象動作の選定

（B）演習授業案原案を作成（看護・介護分野で各 1 校分 90 分×1 回分程度）

（C）昨年度までの収集データのなかから教育効果の高い解析画像の選定

（D）模擬演習授業の実施と評価、改善点の抽出（教育に用いる画像のチェック等）

（E）追加撮影、動作解析処理の実施

（F）教材用 DVD および技術教育演習授業の手引き（撮影プロトコル等含む）の作成

③ 担当者 

伊藤 健次 (代表、人間福祉学部）・小林 美雪（看護学部）・森川 三郎・淺川 歩（甲府

看護専門学校）仲沢 富枝・小俣 たか子（帝京山梨看護専門学校）・小川 純（身延山大

学）・杉山 由香里（目白大学）渡辺 邦夫（帝京医療福祉専門学校）・武内 博昭・飯野 み

どり・功刀 仁子（優和福祉専門学校）

(文責：伊藤 健次) 
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（４）山梨県産業金融史（戦前編）～企業家史的視角からの分析 ２～ 

① 研究目的 

本研究の目的は、戦前期山梨県の産業企業家の活動を支えた資金的背景及び山梨県にお

ける金融構造を明らかにするとともに、他地域（他県）との関連および比較を含めてより

詳細に検討することである。 

② 研究内容 

今年度は、戦前期山梨県における地主経営を中心とする金融の流れ、地主小作関係と小

作米流通を焦点としたブラックボックスの中身の解明に力点を置いた。また、昨年に引き

続き、県内「百年企業」を中心とした発掘と経営実態の分析を行った。 

具体的には、黒羽が若尾家の地主経営について「若尾地所部決算報告書」「若尾保全営業

報告書」「若尾銀行営業報告書」を利用し、Household Finance 的アプローチからの、経営

実態の解明に取り組んだ。島袋は、長野県について、『長野県史資料編』および『信濃毎日

新聞』を利用した長野県における小作料調整システムを明らかにし、山梨県のシステムと

の比較研究を行った。長谷川は、県内「百年企業」の経営の特徴とそれらの他県における

「百年企業」との比較を中心に、企業家史的視角から分析を試みた。 

これらの研究成果は、今年度成果報告書所載論文・研究ノートとして収録される。  

③ 担当者 

黒羽 雅子 （代表 国際政策学部総合政策学科）   

長谷 川直哉 （山梨大学工学部准教授）

島袋 善弘 （本学名誉教授）                     

  (文責：黒羽 雅子) 

（５）国際観光客誘致のための外国語メニューの開発に関するビジネスモデルの研究 

① 研究目的 

本研究の目的は、2008 年に締結した「甲府商工会議所との包括的連携に関する協定」に

基づき、本学および山梨学院大学・甲府商工会議所との同研究チームを編成し、多言語（日、

英、中）でのモデルメニューを作成することにある。以って、甲府中心商店街などでの外

国人観光客向けの集客ツールを作成し、山梨県への外国人観光客の誘致促進のための体制

づくりに寄与することにある。 

② 研究内容 

多言語（日、英、中）でのモデルメニューとその付属資料を、同会議所が推薦する実験

協力店（銀座江戸家・若鮨）で研究し作成した。本年 1 月銀座江戸家を対象に、英語と中

国語の 2 ヶ国語表記で、メニュー名のみ日本語も記載した、多言語メニューが完成した。

メニュー名のみ日本語とした理由は、店員が外国語をわからない場合、日本語がないと注

文の確認ができなくなるためである。 

このメニューの特徴は、独自に開発したユニバーサルデザイン（ＵＤと略）のピクトグ

ラム（絵記号）にある。このＵＤピクトグラムは、単なる成分表示ではなく、アレルギー
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（４）山梨県産業金融史（戦前編２） 

① 研究目的 

本研究の目的は、戦前期山梨県の産業企業家の活動を支えた資金的背景及び山梨県にお

ける金融構造を明らかにするとともに、他地域（他県）との関連および比較を含めてより

詳細に検討することである。 

② 研究内容 

今年度は、戦前期山梨県における地主経営を中心とする金融の流れ、地主小作関係と小

作米流通を焦点としたブラックボックスの中身の解明に力点を置いた。また、昨年に引き

続き、県内「百年企業」を中心とした発掘と経営実態の分析を行った。 

具体的には、黒羽が若尾家の地主経営について「若尾地所部決算報告書」「若尾保全営業

報告書」「若尾銀行営業報告書」を利用し、Household Finance 的アプローチからの、経営

実態の解明に取り組んだ。島袋は、長野県について、『長野県史資料編』および『信濃毎日

新聞』を利用した長野県における小作料調整システムを明らかにし、山梨県のシステムと

の比較研究を行った。長谷川は、県内「百年企業」の経営の特徴とそれらの他県における

「百年企業」との比較を中心に、企業家史的視角から分析を試みた。 

これらの研究成果は、今年度成果報告書所載論文・研究ノートとして収録される。  

③ 担当者 

黒羽 雅子 （代表 国際政策学部総合政策学科）    

長谷川 直哉 （山梨大学工学部准教授） 

島袋 善弘 （本学名誉教授）                      

  (文責：黒羽 雅子) 

 

 

（５）国際観光客誘致のための外国語メニューの開発に関するビジネスモデルの研究 

① 研究目的 

本研究の目的は、2008 年に締結した「甲府商工会議所との包括的連携に関する協定」に

基づき、本学および山梨学院大学・甲府商工会議所との同研究チームを編成し、多言語（日、

英、中）でのモデルメニューを作成することにある。以って、甲府中心商店街などでの外

国人観光客向けの集客ツールを作成し、山梨県への外国人観光客の誘致促進のための体制

づくりに寄与することにある。 

② 研究内容 

多言語（日、英、中）でのモデルメニューとその付属資料を、同会議所が推薦する実験

協力店（銀座江戸家・若鮨）で研究し作成した。本年 1 月銀座江戸家を対象に、英語と中

国語の 2 ヶ国語表記で、メニュー名のみ日本語も記載した、多言語メニューが完成した。

メニュー名のみ日本語とした理由は、店員が外国語をわからない場合、日本語がないと注

文の確認ができなくなるためである。 

このメニューの特徴は、独自に開発したユニバーサルデザイン（ＵＤと略）のピクトグ

ラム（絵記号）にある。このＵＤピクトグラムは、単なる成分表示ではなく、アレルギー



や宗教的禁忌のある食材を表示している。さらにメニュー以外の資料として、１）ホテル

からの誘導用中国語版チラシ、２）銀座江戸家の店内案内図、３）郷土料理の説明など、

計 5種類の付属資料を作成している。 

そして現在は、本年５月を目処に若鮨で新しいタイプのバイリンガルメニューを開発し

ている。今回は世界中のお鮨屋さんのメニューを参照しながら、同店の日本語のメニュー

をベースとして翻訳作業に入っている。また別冊では、そのメニューを媒介に会話が生ま

れるもの、日本や海外の鮨文化を伝えられるものを研究中である。 

なお本研究は、日本経済新聞、山梨日日新聞、ＹＢＳテレビなどで度々報道されたほか、

次の学会で研究報告を行った。山梨県インバンド観光支援学生グループ（猪股あさみ、塩

崎亜沙美、ほか 43 名）、（２００９年１１月２２日）「国際観光におけるユニバーサルデザ

インの利用可能性―大学生の参加型学習を通じた事例研究―」『北東アジア学会 ２００９

年度学術大会』、北東アジア学会。 

③ 担当者 

吉田 均（代表者：国際政策学部准教授）、伊東 洋晃（代表者：山梨学院大学現代ビジネ

ス学部准教授）小林 明（甲府商工会議所地域振興部部長）、杉田 季久（同主事）。この

ほか学生スタッフとして、伊藤 瞳(山梨県立大学国際政策学部 3年）、稲葉 恵理（同２

年）をグループリーダーに、ほか 20 名の学生が参加している。 

(文責：吉田 均) 
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教 育 改 善 ・ 開 発 部 門
 
 
1．教育改善・開発部門の事業概要

 
教育改善・開発部門はこれまで、大学全体としての教育力向上を目的とする FD・SD 活動

の中核を担う組織としての役割を果たしてきたが、平成 20 年度に「全学 FD 委員会」が新設

され、これまで部門が担当してきた業務の多くが移管されることとなった。平成 21 年度は、

まさにこうした移行期における事業展開を迫られる状況となったが、部門（部会）が中心と

なり、あるいは全学 FD 委員会活動に関与する中で、下記（1）～（5）の事業に取り組んで

きた。 
（1） 学生による授業評価の実施   
（2） 「教育評価・改善部会」平成 20 年度報告書の編集・刊行（平成 22 年 2 月） 
（3） 各学部・学科における授業公開の取り組み 
（4） 全学 FD・SD 研修会の開催 
（5） 教育 GP 申請 

 

2．事業の移管状況について

 
 教育改善・開発部門が中心となって取り組んできた FD・SD 活動に関わる業務は、設置２

年目を迎えた「全学 FD 委員会」が事業主体となり企画・運営・実施する体制がほぼ整えら

れた。平成 22 年度以降は、センター事業として「教育評価・改善部会」によって行われてき

た「学生による授業評価」の実施については全学 FD 委員会に、プログラム開発部会の教養

教育開発に関わる業務に関しては全学教養教育運営委員会に、それぞれ移管されることがす

でに決定されている。こうした業務移管により、地域研究交流センターは教育改善・開発部

門の所掌事項の内「GP 開発」のみを所轄することとなった。 
したがって、教育改善・開発部門としての事業報告についても、今回が最終稿となる。開

学以来４年間にわたり部門長を務められ、本学の FD・SD 活動の礎を築かれた堀井啓幸先生

をはじめ、ご尽力いただいた先生方に敬意を表し、心より厚く感謝を申し上げる次第である。       
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1．学生による授業評価の実施

 平成 21 年度授業評価実施に関わる活動経過一覧 
月日 活動内容 
5/14 

 
第１回全学 FD 委員会 
○平成 21 年度授業評価アンケートの実施案について提案  

5/21 
 

第２回全学 FD 委員会 
○平成 21 年度授業評価アンケートの流れ・経費について提案 

7/1 第１回教育評価・改善部会 
 ○各学部における授業評価実施・協力体制についての確認 
 ○授業評価実施過程における確認事項 
 ○事前配信資料についての審議 

7/13 前期授業評価開始（～8/7 まで） 
7/16 

 
第３回全学 FD 委員会 
○前期授業評価結果の処理および後期授業評価について提案 

9/29 第２回教育評価・改善部会 
 ○前期授業評価の反省 
 ○後期授業評価対象科目一覧表の作成手順についての確認 
 ○後期授業評価実施スケジュールについての審議 

10/1 
 

第４回全学 FD 委員会 
○前期授業評価結果について報告 

11/12 
 

第６回全学 FD 委員会 
○前期授業評価総括の依頼 

12/8 第３回教育評価・改善部会 
○各学部における授業評価実施・協力体制についての確認 

 ○授業評価実施過程における確認事項  
 ○授業評価「質問項目」の修正についての審議 

12/22 
 

第７回全学 FD 委員会 
○学生による前期授業評価結果及び教員の自己評価に対する総括 

 ○改善方針の検討 
1/12 後期授業評価開始（～2/5 まで） 
1/22 

 
第８回全学 FD 委員会 
○授業評価関連資料の保管方法について確認 
○授業評価質問項目（Q4）の修正について提案 

3/12 
（予定） 

第９回全学 FD 委員会 
○後期授業評価結果について報告 

 
平成 19 年度後期から導入された「オンライン授業評価システム」においては、全対象科

目の平均回答率が 29%にとどまり、授業評価結果を示す数値データの信頼性に対する問題

点が指摘されることとなった。そこで本年度より、業者委託のマークシート方式による調

査方法・評価結果の集計処理により実施する体制が導入され、回答率（前期）は 84.5%に

上昇し、今後の授業改善に活用し得る資料と位置づけることが可能となった。また、学部

長・研究科長・全学教養教育運営委員長・教職課程委員会委員長が総括を行い、その内容

を全学 FD 委員会において報告・審議するというシステムが確立され、これまで「科目群」
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としての評価を具体的改善に結びつける組織形態を持たなかった「教養科目」「教職課程科

目」についても、改善に向けての組織的体制が整備された。 
 

2．「教育評価・改善部会」平成 20 年度報告書の編集・刊行

  平成 20 年度の「FD・SD 研修会」「授業評価」「全学 FD 委員会」の事業概要について、

下記内容について全 82 ページにわたる報告を行った。 
 

  第１部 「平成 20 年度 FD （SD）研修会 
   第１章 研修会の趣旨・進藤聡彦先生ご紹介 
   第２章 講演記録 
   第３章 FD・SD 研修会派遣記録・報告 
  第２部 「平成 20 年度授業評価」 
   第４章 平成 20 年度授業評価とこれまで 
   第５章 授業評価活動に対する学生の意見 
   第６章 授業評価アンケート数値評価まとめ・よい授業 
   第７章 学部長による総括 
  第３部 「全学 FD 委員会」 
   第８章 平成 20 年度全学 FD 委員会まとめ 
  第４部 「資料編」 

 

3．その他の事業

 その他、部門が関与して取り組んできた事業に関わる活動状況は下記通りである。 
1) 各学部・学科における授業公開の取り組み 

 各学部の FD 委員会が中心となって授業改善のための授業公開の取り組みが行われた。具

体的な成果に関しては『平成 21 年度 FD 活動報告書』（全学ＦＤ委員会編）にて、報告が

行われる予定となっている。 
2) 全学ＦＤ・ＳＤ研修会の開催 

  全学 FD 委員会の主催により、京都大学高等教育研究開発推進センターの大塚雄作教授

を講師として招聘し、研修会が開催された。詳細な講演記録については『平成 21 年度 FD
活動報告書』（全学 FD 委員会編）を参照のこと。 
3) 教育 GP 申請 

  平成 20～22 年度「質の高い大学推進プログラム（教育 GP）」に採択された「学際統合型

専門職連携教育開発プロジェクト」が看護学部・人間福祉学部を中心として進行している

状況の中で、平成 21 年度新規 GP の申請は特に該当がなかった。 
 

（文責：杉田由仁） 
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事 務 局  
 
 

１．企画運営委員会記録             

１．第１回 平成２１年４月２１日（火） 

主な協議事項：委員の配置等の検討について 

２．第２回 平成２１年５月１５日（火） 

主な協議事項：委員の配置等について／プロジェクト研究の公募・プロジェクト研究

テーマについて 

３．第３回 平成２１年６月２日（火） 

主な協議事項：各部門からの事業計画と予算説明／共同研究の公募状況 

４．第４回 平成２１年６月２３日（火） 

主な協議事項：プロジェクト研究の実施・共同研究の選定結果等／センター発行紙「ニ

ューズレター」の掲載内容等 

５．第５回 平成２１年７月１４日（火） 

主な協議事項：忍野村との包括協定の締結等／平成２２年度予算要望 

６．第６回 平成２１年８月４日（火） 

主な協議事項：教員の地域貢献活動の支援／後期からのセンター室での執務体制 

７．第７回 平成２１年１０月７日（火） 

主な協議事項：甲府市との包括連携協定の締結等 

８．第８回 平成２１年１０月２７日（火） 

主な協議事項：自己評価委員会からの作業協力依頼等 

９．第９回 平成２１年１１月１７日（火） 

主な協議事項：生涯学習における遠隔学習システムの導入等／中期計画策定に係るセ

ンター関連事項の検討 

10．第 10 回 平成２１年１２月８日（火） 

主な協議事項：教育改善部門と全学ＦＤ委員会等の業務調整／法人化に伴うセンター

関係諸規定の整備 

11．第 11 回 平成２２年１月５日（火） 

主な協議事項：教育改善部門の業務に係る他機関への移管／県立科学館との連携協定

書（案）の検討 

12．第 12 回 平成２２年１月２６日（火） 

主な協議事項：学生優秀プロジェクトの選考結果／甲府市と県立大学との包括連携協

定書（案）の検討 

13．第 13 回 平成２２年２月１６日（火） 

主な協議事項：センター組織部門の見直し等 

14．第 14 回 平成２２年３月９日（火） 

主な協議事項：周辺自治会との情報交換会／春期総合講座／センター関連規定見直し 

15．第 15 回 平成２２年３月３０日（火）（予定） 
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2．組織図・委員名簿
(1) 組織図

(2) 委員名簿

総合政策学科
国際コミュニケー

ション学科
福祉コミュニティ

学科
人間形成学科 看護学科

波木井 前澤 神山 堀井 清水

安達 安藤 川池 　 小林（た）

箕浦 大塚 杉田

○箕浦 吉田(均) ◎川池 小林（た）

柳田 渡邊（裕）

泉宗

◎箕浦 山本 ○大塚 池田（充） 森本

　 大久保

熊谷 ◎安藤 神山 山田 杉田

○前澤 平田

郷

○安達 張 大塚 ◎清水

五味

　 ◎流石

二宮 　 畑本 堀井 ○杉田

安達 伊藤（ゆ） 藤谷 ○池田（政） 長坂

箕浦

波木井 ○前澤 池田(充) 石田

安達 安藤 田中

佐藤

野澤

　 　 　 　 河野

　 吉澤

◇伊藤（健） ◆小林（た）

渡辺（ゆ）

　 泉宗

企画運営委員は専門委員を兼務　　◎部門長　　○副部門長　◇リーダー　◆サブリーダー

下線 企画運営委員以外の専門委員　※教務委員長、教養教育運営委員長、※※HP担当

（　　） ：申請経験者、必用に応じ出席

（企画運営委員全員）

国際交流

事
業
部
門

（
専
門
委
員

）

交流・支援

情報発信

生涯学習

地域研究

特別担当 看護・福祉専門職支援コーディネーター

地域研究交流センター
企画運営委員会

教育改善・開発

未設置（暫定窓口：学生部・国際交流委員会）

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

教養教育開発

GP開発

教育評価・改善

セ
ン
タ
ー
長

交流・支援（窓口）

情報発信

事務局

教育改善・開発

生涯学習

地域研究

国際交流

事業部門

各種プロジェクト

(全教員）

企画運営委員会

企画運営部

教育評価・改善

教養教育・

企画運営委員

大学資源の集積・管

理(データベース） 自己点検評価への

分析資料提供

専
門
委
員学

長

評議会

部局長会議

専
門
委
員
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池田充裕 教育学（比較教育）

3．地域研究交流センター委員一覧 （企画運営委員　＊）

学部 学科 氏名 専門領域

国際政策学部

総合政策学科

波木井昇＊ 国際金融・国際経済

安達義通＊ 地域振興

箕浦一哉＊ 環境社会学

熊谷隆一 地方行政・地方財政

二宮浩輔 環境経済・政策

国際コミュニケー
ション学科

前澤哲爾＊ メディア論（映像）

安藤淑子＊ 日本語教育

山本武信 国際ジャーナリズム・ヨーロッパ

伊藤ゆかり アメリカ演劇・戯曲

張兵 中国史・中国経済・アジア事情　

吉田均 国際開発・国際協力

人間福祉学部

福祉コミュニティ
学科

神山裕美＊ 社会福祉（社会福祉援助技術）

川池智子＊ 児童福祉・障害者福祉

大塚ゆかり＊ 精神保健福祉

藤谷秀 倫理学・哲学

畑本裕介 社会保障論　

柳田正明 知的障害者福祉・地域生活支援　

伊藤健次 社会福祉（介護技術）

人間形成学科

堀井啓幸＊ 教育学（学校経営）

池田政子 心理学・ジェンダー問題

山田千明 幼児教育学・多文化保育　

池田充裕 教育学（比較教育）

看護学部 看護学科

清水惠子＊ 精神看護学

小林たつ子＊ 基礎看護学

杉田由仁＊ 外国語

佐藤悦子 地域看護学

流石ゆり子 老年看護学

石田貞代 母性看護学

田中 看護管理学

長坂香織 外国語

五味千帆 基礎看護学　

森本美智子 基礎看護学　

渡邊裕子 老年看護学

泉宗美恵 地域看護学

大久保ひろ美 小児看護学

平田良江 母性看護学

郷洋子 地域看護学

河野由乃 老年看護学

吉澤千登勢 看護教育学

野澤由美 精神看護学
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資料１．年間の時系列記録

月日 事業・行事名 部門名

2009年4月5日 多言語放送「Hello! TAGENGO」30分番組放送開始 地域研究

2009年4月5日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年4月13日
よつびし総研・第１回戦略会議(学生および教員代表者委員
会)､毎月開催（以降省略）

地域研究

2009年4月14日 フレッシュマンセミナーでよつびし総研紹介プレゼン実施 地域研究

2009年4月19日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年4月25日
よつびし総研・新入生向けﾌﾚｯｼｭﾏﾝ･ﾌｯﾄﾊﾟｽ（甲府中心街ガイ
ドツアー）を開催

地域研究

2009年4月27日
よつびし総研・第１回戦術会議(直近の活動報告および方針
の確認)､毎週開催（以降省略）

地域研究

2009年5月6日 外国語メニュー第1案、銀座江戸家贈呈式 地域研究

2009年5月6日 外国語メニュー第1案、記者発表 地域研究

2009年5月9日 よつびし総研・開所2周年記念式典を開催 地域研究

2009年5月10日 多文化共生パーティ開催（甲府市） 地域研究

2009年5月10日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年5月17日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年5月20日 ことぶき勧学院学生と福祉コミュニティ学科学生との交流会 交流・支援

2009年5月23日 春期総合講座第１回 生涯学習部門

2009年5月25日
共同研究申請のための会議　昨年度実施内容振り返り・評価
-動作解析研究-

地域研究

2009年5月26日
～2010年1月19日

山梨県立甲府城西高校への出前連携授業「家庭看護・福祉」
の実施

交流・支援

2009年5月30日 山梨市オーチャードヴィレッジ・フフ視察 地域研究

2009年5月30日 春期総合講座第２回 生涯学習部門

2009年6月6日 新歓合宿の開催（ウッドヴィレッジ伊那ヶ湖にて） 地域研究

2009年6月6日 春期総合講座第３回 生涯学習部門

2009年6月6日 ことぶき勧学院学生と看護学部学生との交流会 交流・支援

2009年6月7日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年6月12日 子育て支援コーディネーター養成講座第１回 生涯学習部門
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2009年6月17日
商工会議所理財部会でよつびし総研プロジェクトを紹介（講
演）

地域研究

2009年6月20日 「カウンセリング入門」研修会第１回 生涯学習部門

2009年6月21日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年6月22日
第１回まち友無尽(行政･大学･商工会議所･商店街･学生5者
連携)を開催

地域研究

2009年6月26日 社会人・大学生のためのキャリアアップ講座１　第１回 生涯学習部門

2009年6月29日 インバウンド観光講座第１回 生涯学習部門

2009年6月29日 インバウンド観光講座第２回 生涯学習部門

2009年7月1日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児）第１回 生涯学習部門

2009年7月3日 社会人・大学生のためのキャリアアップ講座１　第２回 生涯学習部門

2009年7月5日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年7月7日 忍野村との連携協定に基づく全体会議（忍野村） 地域研究

2009年7月8日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児）第２回 生涯学習部門

2009年7月10日 子育て支援コーディネーター養成講座第２回 生涯学習部門

2009年7月10日 社会人・大学生のためのキャリアアップ講座１　第３回 生涯学習部門

2009年7月10日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児未満）第１回 生涯学習部門

2009年7月11日 よつびし総研プレゼンツ第3回ゆかた祭りを開催 地域研究

2009年7月13日 インバウンド観光講座第３回 生涯学習部門

2009年7月13日 インバウンド観光講座第４回 生涯学習部門

2009年7月17日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児未満）第１回 生涯学習部門

2009年7月18日
研究会参加：「外国人ケアワーカーの現在と私たちの将来」
(東京外国語大学　多言語･多文化センター)

地域研究

2009年7月18日 「カウンセリング入門」研修会第２回 生涯学習部門

2009年7月19日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年7月24日
甲斐絹プロジェクト　第1回研究会（平成21年度活動内容、第
2回研究会について）

地域研究

2009年7月25～26日 山梨市牧丘町ｵｰﾁｬｰﾄｳﾞｨﾞﾚｯｼﾞでの「夏祭り」を協賛 地域研究

2009年7月26日 第1回ホトケドジョウ復活プロジェクト協議会（忍野村） 地域研究

2009年7月27日 インバウンド観光講座第６回 生涯学習部門

2009年7月27日 インバウンド観光講座第７回 生涯学習部門
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2009年7月30日
今年度実施内容の確認・役割分担のための会議-動作解析
研究-

地域研究

2009年7月31日 子育て支援コーディネーター養成講座第３回 生涯学習部門

2009年8月2日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年8月3日
甲斐絹プロジェクト　第2回研究会（第3回研究会、研究授業
について）

地域研究

2009年8月3日 男女共同参画講座第１回 生涯学習部門

2009年8月7日 「カウンセリング入門」研修会第３回 生涯学習部門

2009年8月8日 第２回キャンドル祭り（エコ企画＋夏祭り）を中心街で開催 地域研究

2009年8月9～13日 韓国の国際観光都市・釜山視察旅行を実施 地域研究

2009年8月16日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年8月19～22日
自治体学会・福井大会においてよつびし総研ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ紹介の
ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝを実施

地域研究

2009年8月25～26日
夏合宿（横浜市のまちづくり<港の見える丘地区＆関内＆
MM21地区>を視察）

地域研究

2009年8月28日 子育て支援コーディネーター養成講座第４回 生涯学習部門

2009年8月29日 生活クラブ生協東京　食と生活スタディツアー 地域研究

2009年8月31日
第２回まち友無尽(行政･大学･商工会議所･商店街･学生5者
連携)を開催

地域研究

2009年9月1日
甲斐絹プロジェクト　第3回研究会（講師　宇都宮共和大学
松本晃子氏  テーマ「地域ブラントと商品開発」）

地域研究

2009年9月6日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年9月7日 多文化共生会議開催（甲府市） 地域研究

2009年9月8日 第１回商店主ヒアリング（三枝豆店）を実施 地域研究

2009年9月10日 地域研究交流センターニューズレターVol.9発行 情報発信

2009年9月11日 子育て支援コーディネーター養成講座第５回 生涯学習部門

2009年9月11日 男女共同参画講座第２回 生涯学習部門

2009年9月17日 ピタゴラス山梨校校長永井ミリアン氏聞き取り調査 地域研究

2009年9月20日 第2回ホトケドジョウ復活プロジェクト協議会（忍野村） 地域研究

2009年9月20日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年9月24日 男女共同参画講座第３回 生涯学習部門

2009年9月24～25日 甲府・都市空間調査2009を実施 地域研究

2009年9月25日 子育て支援コーディネーター養成講座第６回 生涯学習部門
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2009年9月･10月随時 ビシランガイド作成のため、商店街でヒアリング調査を実施 地域研究

2009年10月2日 看護実践講座 生涯学習部門

2009年10月3日 コミュニティカレッジ（広域）第１回 生涯学習部門

2009年10月4日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年10月9日 子育て支援コーディネーター養成講座第７回 生涯学習部門

2009年10月9日
看護・福祉専門職支援コーディネーター部門：山梨県介護福
祉士会役員との話し合い

交流・支援

2009年10月10日 コミュニティカレッジ（地域）第１回 生涯学習部門

2009年10月10日 コミュニティカレッジ（地域）第２回 生涯学習部門

2009年10月10日
～11月10日

「外国人から見た山梨の魅力」調査用紙（日本語）の作成およ
び翻訳

地域研究

2009年10月17日 コミュニティカレッジ（広域）第２回 生涯学習部門

2009年10月18日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年10月18日 第２回商店主ヒアリング（スコット）を実施 地域研究

2009年10月22日 インバウンド観光講座第８回 生涯学習部門

2009年10月22日 インバウンド観光講座第９回 生涯学習部門

2009年10月23日
上野原市社会福祉協議会主催　上野原市ふれあい・いきい
きサロン研修会にて調査研究の説明

地域研究

2009年10月23日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児未満）第１回 生涯学習部門

2009年10月24日 コミュニティカレッジ（地域）第３回 生涯学習部門

2009年10月24日
看護・福祉専門職支援コーディネーター部門：特別養護老人
ホームの看護を考える会役員との話し合い

交流・支援

2009年10月26日 モデル授業案作成のための会議・打ち合わせ 地域研究

2009年10月27日 甲斐絹プロジェクト　打ち合わせ（研究授業の内容について） 地域研究

2009年10月28日 甲府・都市空間調査2009を実施 地域研究

2009年10月28日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児）第３回 生涯学習部門

2009年10月30日 A大学生を対象に「精神保健論」授業で自殺予防教育を実施 地域研究

2009年10月30日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児未満）第２回 生涯学習部門

2009年10月31日 「ビシランガイドin甲府・銀座通り①」を『KAWASEMI』に掲載 地域研究

2009年10月31日 コミュニティカレッジ（地域）第４回 生涯学習部門

2009年10月31日 インバウンド観光講座第５回 生涯学習部門
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2009年11月1日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年11月1日 連携協定に基づく環境部門会議（忍野村） 地域研究

2009年11月1日 第3回ホトケドジョウ復活プロジェクト協議会（忍野村） 地域研究

2009年11月4日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児）第４回 生涯学習部門

2009年11月5日 インバウンド観光講座第１０回 生涯学習部門

2009年11月5日 インバウンド観光講座第11回 生涯学習部門

2009年11月7日
県大学園祭で模擬店（ブラジル料理パステルの調理販売）を
実施

地域研究

2009年11月7日 「ビシランガイドin甲府・銀座通り②」を『KAWASEMI』に掲載 地域研究

2009年11月7日 健康講座 生涯学習部門

2009年11月7日 観光講座第１回 生涯学習部門

2009年11月8日 「カウンセリング入門」研修会第４回 生涯学習部門

2009年11月10日
B高校生を対象に「家庭看護と福祉」授業で自殺予防教育を
実施

地域研究

2009年11月10日
～2010年1月10日

山梨在住外国人100名を対象に山梨の魅力についてアン
ケート調査を実施

地域研究

2009年11月11日
第３回まち友無尽(行政･大学･商工会議所･商店街･学生5者
連携)を開催

地域研究

2009年11月13日 子育て支援コーディネーター養成講座第８回 生涯学習部門

2009年11月13日 社会人・大学生のためのキャリアアップ講座２　第１回 生涯学習部門

2009年11月14日 観光講座第２回 生涯学習部門

2009年11月15日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年11月15日 デザイン講座第１回 生涯学習部門

2009年11月19日 インバウンド観光講座第12回 生涯学習部門

2009年11月19日 インバウンド観光講座第13回 生涯学習部門

2009年11月20日 社会人・大学生のためのキャリアアップ講座２　第２回 生涯学習部門

2009年11月22日 北東アジア学会での学生チームによる学会発表 地域研究

2009年11月23日 観光講座第３回 生涯学習部門

2009年11月24日 ソーシャルワーカー・リカレント講座 生涯学習部門

2009年11月25日 みんなでつくる博物館協議会に参加、以降毎回（省略） 地域研究

2009年11月28日 観光講座第４回 生涯学習部門
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2009年12月3日 インバウンド観光講座第14回 生涯学習部門

2009年12月5～6日
研究会参加：「第三回　多文化協働実践フォーラム」
(東京外国語大学)

地域研究

2009年12月6日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2009年12月9日 動作解析データのための動作撮影実施 地域研究

2009年12月10～11日 商店街のクリスマス・ツリーの飾り付けを実施 地域研究

2009年12月11日 社会人・大学生のためのキャリアアップ講座２　第３回 生涯学習部門

2009年12月12日
甲斐絹プロジェクト　第4回研究会（講師　杉野服飾大学　織
田晃氏 　テーマ「ブランドとは、流行とは」）

地域研究

2009年12月12日 デザイン講座第２回 生涯学習部門

2009年12月12～13日 冬合宿（名古屋市のまちづくり<中心街＆有松地区>を視察） 地域研究

2009年12月13日 韓国語番組収録および編集 地域研究

2009年12月17日 A大学生を対象に「生活と健康」授業で自殺予防教育を実施 地域研究

2009年12月17日 インバウンド観光講座第15回 生涯学習部門

2009年12月19日 第３回商店主ヒアリング（朝日町・こころん）を実施 地域研究

2009年12月19日 「カウンセリング入門」研修会第５回 生涯学習部門

2009年12月20日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2009年12月21日 ピタゴラス山梨校授業見学・聞き取り調査① 地域研究

2009年12月21日 モデル授業案検討会実施 地域研究

2009年12月22日 ピタゴラス山梨校授業見学・聞き取り調査② 地域研究

2009年12月26日 動作解析研究のためのデータ分析 地域研究

2009年12月27日 ビシランガイド作成のため、商店街でヒアリング調査を実施 地域研究

2010年1月6日
模擬演習実施
動作解析データのための動作撮影実施

地域研究

2010年1月7日
甲斐絹プロジェクト　「甲斐絹」を題材とした研究授業について
のプレリリース

地域研究

2010年1月9日 動作解析研究のためのデータ分析 地域研究

2010年1月10日 スペイン語番組収録および編集 地域研究

2010年1月11日 新年会（新旧の役員交代） -よつびし総研ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ- 地域研究

2010年1月12日
インタビュー調査：フォーカスグループー（中国系）
（県立大学看護学部研究棟）

地域研究

2010年1月12日 甲斐絹プロジェクト　打ち合わせ（研究授業について） 地域研究
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2010年1月13日 甲斐絹プロジェクト　山梨大学付属中学での第1回研究授業 地域研究

2010年1月13日
模擬演習実施
動作解析データのための動作撮影実施

地域研究

2010年1月14日
国際シンポジウム参加：「社会統合政策の課題と挑戦　新た
な理念と役割を求めて」（笹川平和財団）

地域研究

2010年1月15日 「学生優秀地域プロジェクト」選考委員会 交流・支援

2010年1月17日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2010年1月19日 甲斐絹プロジェクト　打ち合わせ（研究授業について） 地域研究

2010年1月20日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児）第５回 生涯学習部門

2010年1月21日
第４回まち友無尽(行政･大学･商工会議所･商店街･学生5者
連携)を開催

地域研究

2010年1月22日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児未満）第２回 生涯学習部門

2010年1月23日 「ビシランガイドin甲府・コリド桜町」を『KAWASEMI』に掲載 地域研究

2010年1月23日
インタビュー調査：フォーカスグループ（ペルー系）
（県立大学看護学部研究棟）

地域研究

2010年1月23日 子育て支援フォーラム 生涯学習部門

2010年1月25日 「学生優秀地域プロジェクト」認定式 交流・支援

2010年1月26日 報告書作成のための打ち合わせ-動作解析研究- 地域研究

2010年1月27日 調査データ記録起こし外注 -多文化共生(3)プロジェク- 地域研究

2010年1月27日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児）第６回 生涯学習部門

2010年1月29日 幼児教育センター月齢別講座（２歳児未満）第３回 生涯学習部門

2010年1月31日 第4回ホトケドジョウ復活プロジェクト協議会（忍野村） 地域研究

2010年1月31日 デザイン講座第３回 生涯学習部門

2010年2月6日 デザイン講座第４回 生涯学習部門

2010年2月7日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2010年2月8日 人間福祉学部共催講演会 生涯学習部門

2010年2月10日 報告書作り  -多文化共生(3)プロジェクト- 地域研究

2010年2月13日
研究会参加：「異文化コミュニケーション研究所共同研究プロ
ジェクト公開ワークショップ」（神田外語学院）

地域研究

2010年2月19日
甲斐絹プロジェクト　第5回研究会（平成21年度活動内容、21
年度報告書、22年度活動内容について）

地域研究

2010年2月19日
甲斐絹プロジェクト　田辺織物・前田商店見学、県冨士工業
技術センター及び富士吉田市博物館の「甲斐絹」見学

地域研究

2010年2月20日 地域プロデューサー養成講座 生涯学習部門

－ 66 －



2010年2月21日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2010年2月22日 連携協定に基づく教育部門会議（忍野村） 地域研究

2010年2月22日
アルプス学園（旧ピタゴラス）と大学を繋いだ遠隔日本語授業
試行

地域研究

2010年2月22日 大学周辺自治会との情報交換 交流・支援

2010年2月23日 遠隔日本語授業ミーティング 地域研究

2010年2月23日
甲斐絹プロジェクト　打ち合わせ（甲斐絹を題材とした中学校
における研究授業の反省と今後の検討事項について）

地域研究

2010年2月25日 地域研究交流センターニューズレターVol.10発行 情報発信

2010年2月26日
「ガチンコジウムⅣ　学生と商店主とで考える甲府中心街の
行方

地域研究

2010年3月1日
アルプス学園（旧ピタゴラス）と大学を繋いだ遠隔日本語授業
実施①・ミーティング

地域研究

2010年3月6日 保育リカレント講座 生涯学習部門

2010年3月6日
看護・福祉専門職支援コーディネーター部門：研修会「看護と
介護のよりよい協働を目指して」開催

交流・支援

2010年3月7日 多言語放送・韓国語・スペイン語番組収録および編集 地域研究

2010年3月8日
アルプス学園（旧ピタゴラス）と大学を繋いだ遠隔日本語授業
実施②・ミーティング

地域研究

2010年3月9日 動作解析研究のための報告書の作成 地域研究

2010年3月15日 2009年度地域研究交流センター年報発行 情報発信

2010年3月15日 群馬県のシルクに関する現地調査 地域研究

2010年3月17日
第５回まち友無尽(行政･大学･商工会議所･商店街･学生5者
連携)を開催

地域研究

2010年3月21日 多言語放送・ポルトガル語・中国語番組収録および編集 地域研究

2010年3月23日 連携協定に基づく景観部門会議（忍野村） 地域研究

2010年3月29日 連携協定に基づく健康部門会議（忍野村） 地域研究

2010年1月20目 甲斐絹プロジェクト　山梨大学付属中学での第2回研究授業 地域研究

2010年1月10日
～2010年2月28日

「外国人から見た山梨の魅力」調査用紙の回収および整理分
析

地域研究

2010年3月（予定） 山梨県立科学館との連携協定締結 交流・支援

－ 67 －



資料２．新聞掲載記事 

－ 68 －



－ 69 －



－ 70 －



－ 71 －



－ 72 －



－ 73 －



－ 74 －



－ 75 －



－ 76 －



－ 77 －



資料３．フライヤー等 

－ 78 －



－ 79 －



－ 80 －



－ 81 －



－ 82 －



－ 83 －



－ 84 －



－ 85 －



－ 86 －



－ 87 －



－ 88 －



－ 89 －



－ 90 －



－ 91 －

 



－ 92 －



 

－ 93 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2009 年度 山梨県立大学 地域研究交流センター 年報 

発行者：地域研究交流センター長 波木井 昇 
編 集：地域研究交流センター 情報発信部門 
    部門長 箕浦 一哉  （総合政策学科） 

山本 武信  （国際コミュニケーション学科） 
大塚 ゆかり （福祉コミュニティ学科） 
池田 充裕  （人間形成学科） 
森本 美智子 （看護学部） 
大久保 ひろ美（看護学部） 

発行所：山梨県立大学地域研究交流センター 
    住所：〒400-0035 山梨県甲府市飯田５丁目 11-1 
    TEL：055-224-5310 FAX：055-224-5330 
    E-mail：ucre@yamanashi-ken.ac.jp 
    URL： http://www.yamanashi-ken.ac.jp/modules/tinyd6/ 
発行日：2010 年 3 月 31 日 

 

－ 94 －





山梨県立大学地域研究交流センター 〒400-0035　甲府市飯田５－11－１
TEL 055-224-5310 FAX 055-224-5330

University Center for Research and Exchange


